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平成１７年６月１４日(３) 

開議 １０時１５分 

○議長 神﨑光昭君  

 おはようございます。 

只今の出席議員は１２名で定足数に達しておりますから、これより本日の会議を開きます。 

 日程第１ 一般質問、第２日目を行ないます。 

質問の順序は、発言通告書提出の順序といたします。初めに、山崎廣美議員。 

○２番 山崎廣美君 

 皆さん、おはようございます。今日、私は農業問題と行政改革ということで質問したい

と思っております。市長及び関係課長の明快なる答弁を期待しております。 

まず、農業問題についてです。昨年は猛暑に続き度重なる台風の襲来を受け、コメをは

じめ大豆・野菜等に甚大な被害が発生し、大変な１年となりました。心からお見舞い申し

上げます。また、台風被害にめげず、これからも農家が一丸となって是非、頑張って頂き

たいと期待をしていますが、今年は、逆に降水量が尐ないため田植えが出来ない地区があ

り、また、早期に田植えしたほ場では、水がないため仮死状態の水田も見受けられます。 

このまま雨が降らなければ、非常に厳しい状況になります。何らかの対策を講じなけれ

ばなりません。そのような中、昨年からはじまりましたコメ政策改革が、本格的にスター

トしたことに伴い、ＪＡ、各市町村では、既に策定されている地域水田ビジョンの確实な

实践が求められている。現在、農水省で食料・農業・農村基本計画の見直しの中で、望ま

しい経営安定対策の対象となる担い手として、効率的かつ安定的な経営を行う上で、認定

農業者の他に小規模農家、兼業農家を取り組んだ集落営農組織がはじめて位置付けられ、

地域での担い手がカバーする農地の割合を高めて、農地の集積を一段と進めていく方針が

明らかになりました。 

 更に、営農組合にも経理一元化と、法人化計画、経営規模要件を盛り込んだ特定農業団

体への方向付けが要求されてきます。今後、地域農業の取り組みや担い手の育成・確保に

ついて、地域ビジョン策定作りを行政、ＪＡが一体となって取り組まなければなりません。 

農家も地区の水田農業を抱える課題を真摯に受け止め、それぞれの地域ごとの特徴を活か

した地域ビジョンを策定して頂きたいと願っています。また、それに伴い、地産・地消の

取り組みを強化しなければなりません。そのような状況の中で質問をいたします。 

まず、１項目は、豊前市農村基本計画の進捗状況について、平成１５年に、農村振興基

本計画の座談会等实施し、各地区で出された地区のいろんな問題点、課題等取りまとめ、

素案を協議し、方向性を検討しています。現在の進捗状況と、今後どのように取り組んで

いくのか、お伺いしたい。それと農業関係に関連いたしますが、今後、雨が降らない場合、

干害対応を行政としてどのように対応していくのか、お伺いしたい。 

 ２番目に、学校給食センター地産・地消の取り組について、本年度から、市長の決断の
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もとで、お蔭をもちまして各学校給食に安心・安全な地場産米が導入されます。現在、尐

子化が進む中、今後、学校統廃合は避けて通れないのが現状ではないでしょうか。そのよ

うな中で、学校給食を統一して供給できる体制が出来ないものか、お伺いします。 

３番目、学童農園の取り組みと支援について、各学校で食育や農業の理解のため、学童

農園、水田の田植えといいますか、自然と触れ合う体験を授業の一環として取り組めない

ものか。また、行政が支援することが出来ないものか、お伺いします。 

４点目、有害鳥獣駆除対策について、管内では猪・鹿の被害が多大で、農家も深刻に悩

んでいます。現在、猟友会の協力で駆除を行なっていますが、限られた地区の駆除で成果

はありますが、減尐してないのが現状ではないでしょうか。今後、もっと成果が上がり被

害が減尐する方策・対策を行政組織で協議し、対応していくのか、お伺いいたします。 

行政改革について、バブルの崩壊後、日本の経済は長引く景気の低迷から抜け出されず

結果として莫大な、いわゆる借金の負の遺産として、国・地方自治体にのしかかり財政を

硬直させています。その抜本的な解決策として、小泉内閣が打ち出した三位一体改革、国

から地方への税源移譲は、地方小規模自治体に恩恵が尐なく、国庫補助負担金の削減、地

方交付税の削減が突出し、周辺市町村も例外ではなく青息・吐息であります。 

豊前市においても、行政改革实施をしてきたと思いますが、その一環として積極的な合

併の取り組みを、ご案内のとおり残念な結果に終わっております。これから豊前市におい

て、当分、厳しい財政運営が予測され、今まで以上の行政改革を早急に進める必要がある

と考えられます。そこで、今後、豊前市の進む方向について、お伺いします。 

市長の公約でもあります豊築は一つ、の合併の取り組みであります。築上東部は、上毛

町として、また、西部は築上町として合併の運びであります。市長は、所信表明で、吉富

との合併を考えたいとのことでしたが、昨日の質問で諸先輩議員が質問しております。 

お答えになり、重複するので割愛しますが、相手があることですので、今までの経験を十

分生かしながら、合併問題に取り組んで頂きたいと思っております。 

２番目に、いわゆる三位一体改革の及ぼす豊前市への影響について、特に、今年度にお

いては、交付税の前年度比削減の見通しについて、国庫補助負担金がどう変わるのか、中

村議員の質問で、トータル９０００万円の減ということで返答があっておりますが、どの

事業が対象となるのか。いくら削減されるのか分かる範囲内で回答願います。また、削減

される事業では、住民サービスの低下や負担の増加が発生しないのか、合わせてお伺いし

ます。 

３つ目は、平成１２年策定の豊前市行政改革大綱は、１７年度で５年が経過しますが、

その全体的進捗状況は、中村議員の質問と重なりますので割愛しますが、次の３点につい

てのみ質問いたします。豊前市の基本路線であります公設民営について、指定管理者制度

の適用状況と、今後の適用計画について、また、公共施設の民営化について、保育園は１

園残し、３園民営化しましたが、その効果について回答願います。行政改革大綱に指摘さ
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れている民営化で、残された向陽荘についての今後の方針についても回答願いたいと思い

ます。壇上から以上です。後は自席で質問いたします。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 山崎議員のご質問で、農業問題につきましては、農林水産課長の答弁、三位一体につい

ては財務課長から、私は壇上から行政改革につきまして、ご答弁をまずさせて頂きます。 

合併問題は、昨日２人のご質問にお答えいたしました。築城・椎田とは最後ああいう形

になったわけでありますが、豊築は１つの議論は、３年余したつもりでありますし、特に

去年の 9月ぐらいから本年３月まで、議員の皆さんと築城・椎田の合併について徹底的に

議論をし、２６フリーという２回目の中で、とりあえず３４のフリーというところまで相

当議論して、もう９９％決まった方向でしたけれども、椎田町の住民投票の結果がああい

うことになりましたので、従わざるを得ないという方に納めたわけであります。 

しかし、豊前市としましては、築上郡の西、そして東の真ん中にありますし、また、こ

れから将来を見ました場合、自動車産業１００万台、また、都道府県の撤廃等も起こる大

きな視野の中に、やはり豊前市と築上郡の西と東ががっちりと手を組んで、次のステップ

を踏む必要性等メリットがあるわけですので、やはり豊築は１つという線を、これからも

追求していくということになろうかと思います。 

そこで差し引き残っているといいますか、単独でいっているのは豊前市と吉富町でござ

いますし、内うちのお話もしているわけでありますし、また、県も合併新法に於ける意気

込みも福岡県の知事が全国の知事になりましたし、しかし合併の状況を見ましたら、お尻

から４番目だということで、相当意気込みをもっての気持が感じられるわけでございます。 

山国川に橋を中津から吉富まで架け、その橋が自動車１００万台、我が豊前市の東部工業

団地につながるような、２．６ｋｍの大きなプロジェクトが起こるわけでありますし、こ

の際、よくお話をしながら、もう必然的に吉富町との合併方向の協議が出来ると思います

し、また、これからは、豊築は１つの線はやはり追求できるなと思っております。あせら

ず、しかし早い時期に協議に入りたいと思います。 

次に、行政改革の中における指定管理者制度の関係について触れられました。今、この

制度が、これからの公設民営化路線の大きな決め手になろうし、全国实績を挙げるのは、

この方法しかないなと私は感じておりますので、天狗の湯、そして東八のコミュニティセ

ンターをしておりますが、これからも卜仙の郷の施設なり、また公共的関係、半民半官的

関係につきましても、やっていこうかなと思っているところでございます。是非、皆さん

方のご協力をお願いいたします。全て自由競争をしていいという線は、私はとっておりま

せん。公的部門、公設的部門をきちっと押えながら、中身は相当な面を市場経済を入れる

という方針でございます。ご理解をお願いいたします。 
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次が、公共施設保育園の統廃合の効果はどうなのかということであります。1 つ公立を

残しながら、しかも病後児保育や、民間で難しい関係を公的な面でおさえながら、また、

保育連盟とよく話して三毛門・黒土・横武を民営化しているところであります。不十分な

点もありますが、大体、予定どおり効果も上がっているだろうと思っております。 

後は具体的な实績を照らし合わせる段階だろうと思っております。 

３番目の老人ホーム向陽荘の問題でありますが、一応、この件は答申等も以前から出て

おります。また、今までそれにつきましては、やるということは言ってませんでしたけれ

ども、こういう時代になりましたので、向陽荘につきましては、今までの経緯、流れ、地

域性も見ながら、行財政改革の中で十分検討し、方向を出していきたいと考えております。 

以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 農林水産課長、答弁。 

○農林水産課長 大坪 勝君 

 農業問題についてのご質問のうち、１番目の農村振興基本計画の進捗状況について、４

番目の有害鳥獣駆除対策について、お答えいたします。 

まず、最初に、農業振興基本計画の農業分野の主要項目について、平成１６年度の進捗

状況でありますが、本市におきましては、平成１１年７月に制定されました食料・農業・

農村基本法に基づき、総合的な農村振興のマスタープランとして、平成１６年３月に、豊

前市農村振興基本計画の策定を行いました。まず、生産基盤整備の状況については、要ほ

場整備面積１１３５ｈａに対しまして、整備済面積は７１４ｈａでございます。整備率と

いたしましては、６２．９％となっております。よって、現在の地域推進は角田中部地区

３６ｈａは、現在、換地配分の作業に入るところであります。角田北部については、４５

ｈａでありまして、推進委員会の地元説明会を４回行っております。現在、土地改良区の

設立準備を進めておるところであります。 

 もう１箇所ありまして、三毛門地域では、昨年１０月に全集落の座談会を行いました。 

区長、生産組合長を中心に、事業の検討を開始し、集落座談会やアンケート調査に基づき

事業可能地区の検討を行っております。それから、高収益型園芸産地育成及び特産品開発

ブランド化については、福岡県のイチゴの新品種あまおうの生産施設整備に、補助事業の

導入を行ってまいりました。 

次に、農地の担い手への集積ということですけれども、有効活用については、市の農地

面積１９５０ｈａのうち利用権設定面積５１８．７ｈａ、認定農業者３５戸及び今後、育

成すべき農業者９５戸の集積面積は５６７．７ｈａとなっております。また、多様な担い

手の育成、集落営農の組織化と、共同利用機械導入のための補助事業に取り組んでまいり

ました。市街地の未利用の農地につきましては、担い手の斡旋とともに、現在、国会で審

議中の農地法の改正に伴う市民農園としての活用を検討してまいりたいと考えております。 
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次に、地産・地消の推進として、道の駅の農産物直売場や、学校給食における地場農産

物の利用向上促進を、関係機関と連携しながら進めるとともに、平成１７年度産の学校給

食への供給開始のための協議を現在行なっております。農業と観光の連携による農村振興

として、市内の活性化グループや、農産加工グループ、直売場、イベント関係組織、集落

や生産組織の代表によります地域興セミナーを開催し、地域連携による交流活動の推進を

図ってまいりました。 

また、有害鳥獣ですけれども、対策としましては、１４年、１５年に引き続き猪等、被

害防止対策事業を行ってまいりました。５件で９．８ｈａの实績であります。現在、国で

は食料・農業・農村に関する各種施策の基本となる基本計画の見直しが進められておりま

す。今後とも、関係機関団体と連携し、新たな施策への対応を図るとともに、農業・農村

の振興のための振興計画の総合的計画的な推進を図っていきたいと考えております。 

次に、4 番目に、有害鳥獣駆除対策について、お答えいたします。有害鳥獣の主なもの

に鹿、猪、カラスがあります。この３動物とも、農作物に被害をもたらし、生産農家にと

っては深刻な問題となっております。特に、鹿は、農産物に対しては、野菜被害及び田植

え後の植え付け苗が被害にあっております。また、鹿については、農業被害にとどまらず

林業被害も発生させており、植樹した苗の芽を食べる食害や成長した杉、檜の皮はぎ等の

被害があり、新規植林意欲を逓減させています。猪被害では、中山間地域を主に水稲や野

菜に被害を生じています。農業共済が把握している被害面積は、水稲のみで２５ｈａに及

び約１０００万円程度の被害額となっております。鹿、猪については、その被害区域は中

山間でありましたが、今では、山伝いに平野部まで出没し被害が拡大されております。 

カラスにつきましては、野菜・果樹被害等の報告があり、その有害鳥獣の対策について

は、生産農家の被害報告、または区長から駆除要請に基づき、毎年、狩猟期間を除き１ヵ

月を期間として６、８から１０、３月の３回の銃器による有害鳥獣駆除を行なってまいり

ました。猪につきましては、箱ワナによる里山に生息被害を及ぼす猪の捕獲を行っており、

昨年度の有害鳥獣駆除实績は、銃器によるものとしてカラス８３羽、猪８頭、鹿１３頭で

ありました。また、箱ワナによる捕獲として猪１２頭の捕獲を確認しております。 

よって、この箱ワナの推進を駆除隊と協議をし、推進してまいりたいと思っております。 

また、被害を未然に防ぐ方法として、ほ場整備事業实施後に有害鳥獣の進入防止とする金

網の設置や、未整備田地域については、被害状況を把握し、進入防止柵の設置補助を行な

ってまいりたいと思っております。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 学校教育課長。 

○学校教育課長 鈴木正博君 

 ２番目の質問で、学校の給食センターの取り決めについて、お答えしたいと思います。 

豊前市では、昭和時代に経済の効率の面から、各地でセンター化が進められておりますが、
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しかし、その時代には、豊前市では、各学校の建替えいたしまして、各学校にそれぞれ給

食施設があります。単独調理場方式でありますが、その後、Ｏ１５７等の集団食事中毒の

関係もありまして、食の安全の利点があり、現在も単独方向で続けられております。 

しかしながら、近い将来、市の財政問題もあり、それから議員がおっしゃった合併問題も

多分、おこってくると思います。民営化を含め給食センターか、もしくは単独調理場方式

がいいか、民営化をにらみながら検討する必要があるかと思います。 

それから、３点目に、学童農園の取り組みと支援についてとありますが、現在、学校で

は授業の中に小学校１～２年で生活、３～４年では仕事としての農業、５年生では、米作

りを、６年生では歴史の中で農業が掲載されております。その関係で实際に議員もご承知

かと思いますが、大小はありますが学校の中で、或いは地域で農業を体験しております。 

おっしゃられる面は、外で地域の方に田圃や畑を借りながら、田圃では稲作を实際にやっ

ている学校もあります。それから、畑では芋とか、かぼちゃとかを实際に作っているよう

であります。そういうことの関係を調べて見ましたところ、現在、学校教育課に上がって

いるのは１件だけで、１校だけが、实際に田圃を借りて指導をやってもらっている関係で、

学校からその費用が出ないかということで出している学校が１校だけあります。 

その他の学校については、それぞれの地域の方と話しながら、現在、实際に作ってない

田圃が多いので、それを有効活用という面で、それと最近、地域の方が学校にこられて、

いろんな勉強の手伝いをしてもらっていますが、その一環として、農作業ということでや

っているのじゃないかと思います。ですから、支援については、現在、1 校だけ申し入れ

がありまして、その１校だけしているようであります。それが現状です。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 財務課長、答弁。 

○財務課長 池田直明君 

 私からは、三位一体改革による豊前市の影響について、お答えいたします。 

政府は、破綻状態にある国と地方の財政を立て直すため、毎年、骨太の方針を策定し、改

定しながら構造改革を推進しております。２００４年度では、１７年度、１８年度は、重

点強化期間と位置付け、構造改革を本格的に推進しながら、新たな成長に向けた基盤の重

点化を図るとし、併せて歳出改革路線を堅持・強化するとしています。これからの地方財

政は、国の歳出削減に合わせて、地方の歳出削減も行うとなっており、現在、進められて

おります三位一体改革の中では、交付税改革の影響が最も多いと考えております。 

当市においての交付税改革の影響は、昨日、中村議員にお答えしたとおりで、本年度マ

イナス約９０００万円となっておりますが、その内訳について、ご説明いたします。 

国庫補助負担金の廃止が、約マイナス６４００万円出ております。地方交付税の改革では

交付税がプラス２０００万円、振り替え財源であります臨時財政対策債がマイナス１億円

となっております。差引き交付税の改革では、８０００万円の影響が出ています。 
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それに代わりまして、税源移譲されました所得譲与税については、プラス５４００万円

であります。国庫補助負担金の廃止の中身でありますが、約１０本の補助金に影響が出て

おります。内容については、準要保護児童・生徒援助費の補助金、スポーツエキスパート

事業補助金、青尐年社会教育活動推進事業補助金、緊急医療施設運営費補助金、介護予防

生活支援事業補助金、特別保育事業補助金、１歳６ヵ月児童健康審査費補助金、３歳児健

康審査費負担金、老人保護費措置負担金、住宅管理費補助金、計で約６４００万円の影響

です。今年度におきまして、市民への直接的な負担増は出ておりません。以上です。 

○議長 神﨑光昭君  

 農林水産課長、答弁。 

○農林水産課長 大坪 勝君 

 私の最初の答弁の中に、４番の有害鳥獣対策の中で箱ワナの捕獲量として猪が１２頭と

申しましたが、２２頭に訂正をお願いします。それから、干ばつについての質問に、若干

答弁させて頂きたいと思います。私ども農林水産課としましては、干ばつは雨が降らない

長期でありまして、昨日、調査を職員により行いました。まず、主要な溜池としては、三

谷池で有効貯水量が１１万トンでございます。その内、現在では貯水率５２．７３％、こ

れについては、表面積から現在、下がっている水位を掛けて計算しております。ただ溜池

は下の方が狭くなりますので、これより若干下がるかと思います。 

それと西川内池では、貯水率５９．８６％、天和池については９０．５３％、夕田池に

ついては４８．１１％、池尾池については９７．９３％で、まだ溜池の貯水はかなりある

ということであります。最初に、岩岳川の上流の井堰の大久保ネタロウという大きな集水

面積をもっておりますが、それと農地に取水する面積をもっております。ここについては

私も昨日、仕事が終わってから登ってみましたが、若干ですけれどもオーバーフローして

いるということであります。それから、横武から下の根付が、小麦の後どうするかという

ことで荒水が入らないということで、田植え等に高台の分がかなり遅れているという調査

結果であります。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 山崎議員。 

○２番 山崎廣美君 

 では、1 つ 1 つ質問したいと思います。先程、農村基本計画の進捗状況ということで、

ほ場の整備率も約６３％ということで一応整備されておりますが、特に、私が言いたいの

は基本計画の中に、各地区のいろんな問題点、それから話し合った中の課題等があります。 

ほ場整備というのは、１つの分野だろうと思いますが、私は各地区で出されたいろんな問

題の進捗状況といいますか、極端に言えば角田の中で１０項目あれば、この１項目は、今

实施していますよ。山田では、こういうものをしていますよ、というものがあれば、そこ

をお聞きしたいし、当然、豊前市が掲げた自然と交流が育む田園都市ということと、いろ
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んなテーマ、振興の目標というのがあります。課長は、基本計画書をそこに持っていると

思いますので、それと将来の实現のための施策等が一応、掲げております。特に、健康と

か快適な環境の拠点の村づくりとか、そういうものを掲げておりますので、私は補助率等

もいいですが、各地区で重要視されるもの平坦地、山間地、中山間地ということで、そこ

で一番問題点があるものの進捗状況が、今どのようにやっているのか、取り組んでいるの

か、お伺いしたかったので再度質問いたします。 

○議長 神﨑光昭君 

 農林水産課長、答弁。 

○農林水産課長 大坪 勝君  

 おっしゃるとおり豊前市農村振興基本計画につきましては、やはり南部地区、黒土から

ほ場整備が終わった所については、営農組織、これからの担い手、機械利用組合の推進を

して、今回、出されました食料・農業・農村基本計画に基づく指導・推進してまいりたい

と思っております。また、西部地区においても、ほ場整備ということで、角田中部地区、

北部地区についても、すごく高い同意を得ておりますし、土地改良区の設定をし、ほ場整

備を仕上げて、そういう機械利用組合、国の方針に基づく皆さんのご理解を得ながら進め

てまいりたいと思っております。また、その中で安全・安心という地域の皆様方の力を借

りながら、また、豊前市の農産物の発展につながればと思っております。努力してまいる

つもりですので、よろしくご指導方お願いいたします。 

○議長 神﨑光昭君 

 山崎議員。 

○２番 山崎廣美君 

 それでは、農村基本設計計画は、折角、各地区のいろんな貴重な意見が出ておりますの

で、一度には出来ないだろうと思いますので、これを 1つ 1つ、ほ場整備と併せて基本的

には農業だという考えのもとで、各地区のいろんな課題・問題を尐しずつ片付けて行って

頂きたい。ただ、１１地区で、どこの地区も河川の関係とかいろんな問題が出ております

ので、１つにまとまるような所は、当然、早めに取り掛かって頂きたいと思っております

のでよろしく。当然これは、ＪＡとタイアップをやりながら、地元のそういう組織とタイ

アップして、お互いに頑張ってやって頂きたいと思っております。 

 それから、2 番目の学校給食センターの関係ですが、市長のお蔭で、今年から地元で採

れたコメを供給やるということで、当然、今後はコメだけではなく、野菜も果樹も地場産

を使うという運動をやっていかなくちゃならないだろう。当然やっている所があるんです。

調べますと、各地で給食の自校調理法式と言いますか、各地でやっておりますが、先程、

課長の話の中では、合併問題の中で考えていかなくちゃならないだろうという話もありま

したが、出来ればそういうものを早急に検討すべきではなかろうか。 

今、北高跡地、中部高校の跡地というのは、当然、給食の調理室があるだろうと思いま
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すので、その点、人件費もかなりかかっているとお伺いしておりますし、豊津・勝山では

学校給食センターをやっておりますが、どのように変わったかということで、人件費が一

番先に削減できたということです。それと無駄な設備等がいらない、とお聞きしたんです

が、１つの取りまとめする中で、いろんな問題点があると私は思いますが、早急に、当然

これはコメだけでなく、地元の取れたコメは地産・地消、地元で消費するという観点の中

から、私は合併も大事ですが、給食センターのとりまとめが、1 つそういう方式が出来な

いものだろうか。それと今、米飯給食は週に何回ですか。お伺いしたいと思います。 

○議長 神﨑光昭君  

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 鈴木正博君 

 3回だと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 山崎議員。 

○２番 山崎廣美君 

 教育長でも課長でもいいですが、食育基本法案を知っていますか、お伺いします。 

○議長 神﨑光昭君 

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 食育という言葉は聞いたことがありますが、食育基本法ということについては存じてい

ません。 

○議長 神﨑光昭君 

 山崎議員。 

○２番 山崎廣美君 

 これは後で説明しますが、今日の新聞に、食育基本法が成立したということで載ってい

ます。これは国が指導する中で、２００１年ぐらいから、そういう基本法というものを打

ち出しているんです。青森県の鶴田町という所は、米飯を通じて、ご飯に愛着を持って貰

うということで、朝ご飯条例というのを出しているんです。これは全国的にも珍しい条例

なんですね。この条例はなんでこういうものをしたのかといいますと、ご飯を食べる子供

さんが尐ないということと、やはり地産・地消、本来あるべき姿、平成２２年に向けてこ

ういう取り組みを早く取り組んでいる行政があるんですよ。 

この朝ご飯条例は、ご飯を中心とした食生活の改善、食育推進の強化、地産・地消、安

全・安心な農作物の供給など６つの基本方針を定めているということで、これを５日間米

飯、だから月曜から金曜までコメだけでやっているんですね。そういうものを早く取り組

んで、この条例をすると、朝食を毎日食べる子供が増えた。それと子供が自分でお手伝い

をするというものが改善できたと新聞に載っているんです。 
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今、豊前市として、コメだけで米飯を５日間やるというような計画は、また、推進を本

来あるべき姿の中で、地産・地消を基本的においた中でやる方向はあるでしょうか、お伺

いします。 

○議長 神﨑光昭君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 鈴木正博君 

 ご質問は尤もなことだと思いますが、現在の食生活を見ますと、決してコメだけとはい

きません。以前、コメを抜きにしたのを、現在、３食まで週３回ということに持ってきて

おります。ですから、それ以上については、行政主導でやっても、ちょっと問題があるな

と思います。要するに食生活については、それぞれ家庭の問題がありますから、確かに条

例で定められれば努力目標になるんですけれども、学校給食でやるということになると強

制になりますから、その辺はＰＴＡとの関係もありますから、現在の食生活を考えますと

なかなか難しい点があると思います。そうしか今言えませんけれども。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 山崎議員。 

○２番 山崎廣美君 

 そこの青森ですが、とにかく、要は地元のコメを地元で消費しようということで、町内

の小中学校７校に、県内でも珍しい保温ジャーを８０台用意したと書かれています。 

５日間に、そういう方向で出来れば、今から本来に当然あるべき姿の中で、農業は非常に

厳しい状況に立たされておりますので、やはりそういうものを併せた中で、学校給食も取

り組んで頂きたい。それと給食センターは無理にしても、課長が言いましたように、当然

これは取り組むべきだろう。人吉市に、この前視察に行きましたが、そこは学校給食セン

ターで１本化しています。それで設備も非常に安全で安心な設備でありますので、補助金

等頂いてやっている所もありますので、当然、豊前市が先々に豊築が１つになった場合は

そういうものも十分考えられますので、十分検討して頂きたいと思います。 

それと食育基本法案というのは、今日、成立された。これは何故か、インターネットで

探したらありますので、１回読んでください。これは子供たちが、豊かな人間性を育み生

きる力を身に付けていくためには、何よりも食が重要であるというのをうたっているんで

すね。第１章から第４章まであります。それで今、改めて食を生きる上での基本である知

育・知能を伸ばす教育・徳育・道徳面についての教育及び体育の基礎となるべきものを位

置付けるものに、様々な経験を通じて、食に関する知識と、食を選択する力を修得し、健

全な食生活を实施することができる人間を育てる食育を推進することが求められています

とうたっています。第１条に、この法律は、近年に於ける国民の食生活をめぐる環境の変

化に伴い、国民が生涯にわたって健全な心身を宿り、豊かな人間性を育むための食育を推

進することが、課題になっていることに鑑み、食に関し基本理念を定め及び国と地方公共
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団体等の責務を明らかにするとともに、食育に関する方策の基本方針となる事項を定める

ことによって、食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって、現在及び将来に

わたって健康で文化的な国民の生活と、豊かな活力ある社会の現实に寄与することを目的

とすると。 

それと、この中に、市町村は、食育推進基本計画を作成するように努めなければならな

いとうたってあります。今ある所はあるんです。最終的には、国がこういう法案を出しま

した中で、早く取り組んでいる所と、今後、取り組む所の差が出てきている。 

第１８条に載っております。市町村食育推進計画というのを今、初めてということです

ので、十分これを読んで頂いて立ち上げて頂きたいと思っております。学校給食について

は、そういうことで終わらせて頂きます。 

３番目ですが、学童農園の関係ですが、これも私がいうのに関連するんですね。今の生

徒さんはコメが、どんなコメなのか。籾なのか、これがコメになるのか全く分かってない

んです。私は当然、農協の普通作部会等もやっております。１校だけとさっき言いました

ね。田植えしているのは山田小学校、横武小学校等、結構あると思いますが、そういう関

係で部門、部門の把握は出来ていますか。何処の学校は、学校農園で何をしているのか。 

○議長 神﨑光昭君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 鈴木正博君 

 昨年調べた結果はあります。しかしながら、先程言いましたようにコメを作っている所

も３校あります。しかし支援といいますか、特別に学校で授業としてやる場合には、材料

費とかは当然いります。先程言いましたのは、それ以外に、もし学校で指導とかの面でお

礼みたいな形で、そういうお金が必要だからという話なんですから、通常の学校でやって

いる所は多分、今、学校の中では、いろんな形でボランティアの地域のお年寄りの方に授

業を手伝って頂いております。その一環としてコメ作りとか、サツマイモの植え付けとか

实際に子供は出来ませんから、地域の方が指導してくださるから、ボランティアでやるほ

うが多いと思います。ですから、私が言ったのは１校だけ学校から依頼されて、どうにか

なるまいかということでしただけです。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 山崎議員。 

○２番 山崎廣美君 

 今まで私が言ったことの関連の中で、やはり生徒に自然とふれあい、食の大事さ、コメ

ですね。これを経験して頂きたいし、今度、山田小学校に行きましたら非常に生徒さんは

喜んで、泥んこ遊びもできるような状況の中にありますし、これは新聞にも載っていたと

思います。山田小学校は。これはＪＡも応援しているんですよ。教育長にお伺いしますが、

授業の一環として小学校でいいと思いますが、５年生、６年生で経験して中学校にいくと
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いう過程の中で、全校そういうものができないものか、お伺いします。 

○議長 神﨑光昭君 

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 学習指導要領の中で理科、社会科とか、それぞれの教科によって、学年に応じてどうい

う内容のものを指導するということが決められております。どの教科で、どの学年で稲作

りの学習するかについては、私は詳細に今分かっておりませんが、５年生ぐらいでやって

いいのではなかろうかと思っております。私が現場にいた頃は、総合的な学習の時間の中

でやるとか、或いは、勤労生産的な行事の中でやるかということはやっていました。 

しかし、必ずしも稲作りをしなければならないということでもないようにありますので、

現在、市内の小中学校で、どの程度の学校がやっているかについては、後で調べてご報告

したいと思っております。 

○議長 神﨑光昭君 

 山崎議員。 

○２番 山崎廣美君 

 しなければならないことはないんですが、今こういう法案等もあるし、当然、５年生を

基本的にそれを経験すると。食の大事さ、そして経験して自分たちで作ったご飯を食べる

ということに意義があるんです。そういうものを、私はすぐしなさいとは言いませんが、

そういうものを検討して、食育基本法を十分理解して頂いた中で、これからの指導に当た

って頂きたいと思います。 

それから、有害鳥獣駆除、先程、課長からカラスが８３、猪が８、鹿１３、一応効果は

あっていますが、私はやり方だろうと思います。有害鳥獣駆除で、鹿１３、猪８と、年間

どのくらいの子供が生まれているか知っていますか。豊前市が２０人で有害駆除ですが、

他所の地区では、これはボランティアですよ。２０人とか設定する必要はないんですよ。 

行かれる者が行って、地域のために駆除をやるというのが基本なんです。豊前市は、猟

友会と十分話した中でやっていかないと、ただ２０人限定してやっている。行く所は保護

区が中心です。他の所は被害があっているじゃないですか。 

それと、いろいろな補助事業の中で今、柵をしていますが、豊前市皆に柵をすれば被害

はないんですよ。上から下に下りてきて被害が拡大しているんです。だから下については

ほ場整備がなされてない所は、事業が何もないから自分で防御柵をしなくちゃいけない。

それと、保護区、休猟区の見直し、当然、豊前市として県にも要望するべきと思います。 

私は広域林道から上は保護区にして、下は狩猟地域にすればいいと思います。そういう要

望が非常に多いです。岩屋の人に。そういうことも考えるべきと、それと福岡県は遅れて

いる。被害が拡大する所は大分県、佐賀県は早くから鹿の雌も撃たれていた。だからそう

いうものがおくて、おくてが来て、こういうふうに被害が増大しているんです。 
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猟期も 3月１５日までです。福岡県は２月１５日。後１ヵ月伸ばしてみてください。 

皆さん撃ちいくんですから減るんです。そういうのも、これは豊前市だけが要請するんで

はないし、各市町村何処も被害があるんですよ。だからそういうものも十分検討してやる

べきだろう。それと有害鳥獣駆除の見直しもやるべきだろうと思いますので。 

被害額は今課長が言いました。１０００万円じゃないですよ。 

○議長 神﨑光昭君 

 発言時間は後１分です。 

○２番 山崎廣美君 

 被害額は２０００万円ぐらいです。いろいろ事業がありますので、今後、十分検討して

頂きたい。後の三位一体、公設民営化については、角田の区長会からの意見要望書もある

と思いますので、また、9 月議会で十分質問したいと思いますので、時間がなくなりまし

たので検討して頂きたいと思います。すみません。ありがとうございました。 

○議長 神﨑光昭君 

 山崎議員の質問を終わります。 

 次に、宮田精一議員。 

○８番 宮田精一君 

 私は、今議会におきまして通告しました４項目について質問いたします。市長並びに執

行部の積極的、前向きな答弁を期待いたします。 

まず、6 月６日の所信表明について２点質問いたします。所信表明の中で、市民福祉の

向上を図ってきたという表現がありましたが、先の４年間で、福祉、社会保障分野におけ

る向上部分は何があったのか、具体的に述べてもらいたと思います。これは、次の質問、

豊前市における社会保障制度の充实をという部分とも関連してきますが、今後４年間、こ

の分野では、どういう対策を考えているのか答弁を、お願いいたします。 

 次に、市町村合併問題について質問いたします。昨日から、何人かの議員から質問があ

りましたが、吉富町との合併を推進したいとの意向でした。どういった形で推進していく

のか、この点についてご答弁ください。 

 次に、豊前市における社会保障制度の充实を、というテーマで質問いたします。 

先月５月１９日から２５日にかけて、京築地区内の各自治体を、福岡県社会保障推進協議

会の２００５年福岡県民キャラバンが訪問し懇談を行いました。豊津、勝山、犀川の京都

３町については、今月２４日に予定されております。私自身も、京築社会保障推進協議会

準備会として参加いたしました。豊前市においては、５月２３日に懇談させて頂きました

が、ご協力頂きました市民健康課並びに福祉事務所に対して感謝申し上げます。 

さて、その懇談の中で、何点か市長並びに執行部に確認しておきたいことがありますの

で、この場から質問したいと思います。まず、福祉・医療制度について２点質問いたしま

す。高齢者医療制度における償還金については、制度発足時６割程度だったものが、私の
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指摘並びに執行部の努力によって、現在、9 割台後半にまでなっております。基本から言

えば１００％が当たり前ですので、これが１００％にならないのかどうか、まず、この点

を伺いたいと思います。 

 次に、乳幼児医療制度の問題について質問いたします。乳幼児医療制度の対象年齢が、

昨年１月より入院のみ就学前まで無料と拡大されました。尐子化対策の立場から、豊前市

独自の施策として、外来についても就学前まで無料にすべきだと考えます。一気に引き上

げが無理な場合でも、１歳引き上げるなどの対応は出来ないものか、執行部の見解をお聞

かせください。 

 次に、国民健康保険制度の問題について質問いたします。国保税の滞納者が増えている

と思いますが、国民健康保険証の交付を原則とし、滞納者には、生活の援助、支援を中心

に対応し、資格証明書の交付をしないことを施策の基本にすべきだと思います。そこで伺

います。現在、滞納者に対する相談体制はどうなっているのか、この点をご答弁ください。 

 次に、介護保険の問題について質問いたします。現在、国会で、介護保険の見直し案が

審議されています。この法案が成立してしまえば更なる負担が予想されます。これについ

て豊前市として、市独自の負担軽減策など、何らかの対応策を考えているのか、この点に

ついて、ご答弁をお願いいたします。 

 この分野における質問の最後として、生活保護の問題を取り上げたいと思います。先月

２０日、長崎市の職員が刺されて死亡した事件、先月２５日に明らかになった、今年１月

に起きた北九州八幡東区の６８歳男性の孤独死事件、私は、このいずれの事件にも共通し

ているのは、申請権がきちんと保証されたのかどうかという問題だと思います。 

福祉事務所長にお尋ねいたします。この２つの事件についての認識をお聞かせください。 

 次に、教育行政、今回は、特に、教科書採択に関する問題について質問いたします。 

教科書は４年に１度入れ替わりますが、今年は中学校教科書のその年に当たります。 

４月６日、検定合格となった各社の教科書が公表されました。今後、各地で採択手続き

に入り７月から８月にかけて決定され、来年の４月から、その教科書を使用するという流

れになります。政治的な動きでは、自民党は、今年の運動方針に歴史教科書の変更の是正

を掲げました。これは日本の戦争を、侵略戦争だったと反省することを自虐史観と批判し

て、それでは子供の愛国心が育たないという立場から、侵略戦争を肯定・美化する教育を

推進しようというもので、特定の教科書の採択を応援する動きに、拍車がかかることは間

違いないと、私たち日本共産党は分析しております。そこで質問いたします。 

昨日の質問と重なる部分もありますが、教科書採択システムについて、まず、ご説明を

お願いいたします。また、この歴史教科書問題をはじめ、日中、日韓の外交問題にまで発

展している靖国神社問題についての市長並びに教育長の認識を伺いたいと思います。 

最後に、福岡県同和地区生活实態調査は中止を、というテーマで質問いたします。 

福岡県は、同和地区生活实態調査を教育・就労・産業等に限定して、本年７月に实施しよ
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うとしております。このため１月３１日に、市町村人権同和対策課長会議を招集して、第

１回目の説明会を实施、新年度予算に２３７２万円の事業費を計上しております。 

今回の实態調査の目的は、平成８年の地域改善対策協議会意見具申において、教育・就

労・産業面の問題など、格差がなお存在する分野が見られると述べられている点の現状把

握にあるとしております。部落解放同盟は、２００２年３月末の地対財特法の期限切れ前

から、福岡県に対する基本要求として、今後の同和行政、人権行政の確立のため、部落差

別の实態を的確に把握する实態調査の实施を強く求めてきました。今回の实態調査は、ま

さに長年にわたる部落解放同盟の要求に沿ったもので、一部運動団体の新しい同和行政推

進施策づくりの口实になりかねません。 

国は２００２年３月の地対財特法の失効に当たって、総務省大臣官房地域改善対策室の

通知文書２００２年１月２６日付けで、１、特別対策は本来時限的なもの。２、特別対策

をなお続けていくことは、差別解消に必ずしも有効ではない。３、人口移動が激しい状況

の中で、同和地区、同和関係者に対象を限定した施策を続けることは、实務上、困難とし

た上で、地方単独事業の見直しを強く求めました。 

今回の福岡県の实態調査は、旧地対財特法対象地域に居住している３０００世帯を対象

に行うとしておりますが、世帯名簿の提出と聞き取り調査を関係市町村に求めております。 

私ども日本共産党は、先の福岡県２月議会の予算特別委員会で、この問題を取り上げ、

県の個人情報保護条例でも、社会差別の原因となる社会的身分に係る調査は禁止されてい

ると指摘した上で、国の法律が失効している現在、こうした調査を行政の手で行うことに

よって、新たな人権侵害が起きることが懸念されると、調査の中止を強く求めました。 

県は、調査を自治体に強要することは出来ない。県の考え方を説明し理解を得た上で实

施したい。同和特別対策事業は、平成１８年度をもってすべて廃止、または一般対策に移

行するとしながら、同和地区生活实態調査については、あくまでも实施するという立場に

固執しております。そして、県は４月に、人権同和対策課長会議を召集し、第２回目の説

明会を行ないました。私は、同和特別対策事業の終息に逆行する今回の生活实態調査の中

止を福岡県に求めるため、まず、次の２点について伺いたいと思います。 

まず、第１点目として、福岡県同和地区生活实態調査の中止を県に要請すること。 

第２点目として、今回の生活实態調査については、混住などが進み、实務上、困難などを

理由に協力できない旨を県に申し入れることを求めます。以上、２点について明快なる答

弁をお願いいたします。これをもちまして壇上からの質問を終わります。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 宮田議員のご質問の中で、豊前市における社会保障制度の充实は、市民健康課長、税務

課長、福祉所長から答弁いたします。市の教育行政につきましては教育長、４番目の福岡
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県同和地区生活实態調査については、人権課長から答弁し、私は壇上から所信表明につい

て、福祉の４年間の施策と合併問題について、この場からご答弁させて頂きます。 

 すぐる４年間の福祉政策の向上について答弁書をつくっておりますので、発表させて頂

きます。１３年度より、保育料の保護者負担を軽減实施いたしました。１５年度市の負担

額約７０００万円、１６年度市の負担額約６６００万円です。 

以下、实行した件を列記させて頂きます。1 つ、公私立全園の一時保育、延長保育の实

施をしました。病後児保育の实施、子育て支援センターの開設、学童保育の拡充、障害児

のみの学童保育を吉富町と共同開設しました。豊前市障害者地域生活支援センターを開設

いたしました。障害者タクシー利用料金助成事業により、障害者の自立と社会参加の促進

を図りました。また、今後の具体策につきましては、厳しい状況でございますが、国の社

会保障制度の改正等の動向を見ながら、改善をいたしたいと考えております。 

 次に、合併問題でございますが、再三答弁しておりますが、宮田議員のきちっとしたご

質問でございますので、私もきちっとご答弁させて頂きます。 

 市町村合併につきましては、終始一貫して、豊前・築上は１つという方針でありますの

で、今議会中、また、議会後になるか分かりませんが、議会と執行部で構成しております

合併問題協議会を開き、十分な議論を図ります。市議会合併問題調査特別委員会にも活発

な議論をして頂きたいと思っております。更に、市民の声を聴き、豊築は１つを目差す会

２２団体でございますが、関係団体にも会合を持って相談しながら、その方向性に沿って

眞心をもって、吉富町とあせらず早い時期に協議したいと思います。 

最後の質問に、靖国神社に関する質問がありましたが、この件につきましてはコメント

は差し控えさせて頂きます。 

○議長 神﨑光昭君 

 市民健康課長、答弁。 

○市民健康課長 中野邦子君 

 豊前市における社会保障制度の充实について答弁いたします。高齢者医療制度について

高額医療費の未償還金が発生しないように、高額に該当する方については、毎月通知をし

ています。未償還となっている例は、本人死亡等の限られた場合となっています。制度開

始１４年度から１６年度までの３ヵ年の高額申請は９８．８％、償還率が９８．９％にな

っています。また未償還となっている方には再通知をしています。返還先指定口座に郵便

局は現在のところは含まれていません。やむを得ない事情がある場合は、本人の同意によ

り同居の家族等の郵便局以外の金融機関の指定口座に振り込んでいます。 

老人医療対象者全てに事前申請の手続きを奨めております。一度申請すれば自動的に償

還ができるようになっております。乳幼児医療制度については、現在、３歳未満の乳幼児

医療について初診料及び往診料、入院時食事療養費標準負担を除いて入院、入院外とも補

助対象となっています。６歳就学前までの乳幼児医療の拡大では、保護者に最も負担がか
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かる入院医療費だけが対象となっております。対象年齢を１歳ずつ引き上げた場合の試算

でありますが、４歳までの入院外拡大で約８００万円、５歳まで拡大では約１６００万円、

６歳までの拡大では約２３００万円となっております。入院外対象年齢の拡大の場合、福

岡県の２分の１の補助がなく、市が単独で負担することとなります。また一部負担金に対

する補助することにより、医療費の波及増が予測され、将来にわたり一般会計の財政負担

が増加するものと考えられます。以上のことから、乳幼児医療の拡大は今のところ予定し

ておりません。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 税務課長、答弁。 

○税務課長 平松義則君 

 国民健康保険制度の滞納者に対する相談体制の確立、保険税の独自減免制度の創設につ

いて、お答えいたします。国民健康保険加入世帯は、平成１７年１月１日現在で６２２０

世帯であります。そのうち滞納世帯数は、約５００世帯あります。滞納税についての納付

相談に応じた世帯は、納付誓約書を作成して納付計画のとおり、毎月納付している世帯、

または特別の事情が認められた世帯については、短期保険証を交付しております。 

納付相談に応じない世帯については、被保険者全体の相互扶助で成り立つ社会保障制度で

あり、その財源となる保険税の収納確保は、制度を維持していく上で、また、被保険者間

の負担の公平を図る観点から、重要な課題でありますことから、資格証明書の交付事務を

通じて、出来るだけ被保険者と接触する機会を確保し、納付指導に努めていきたいと思っ

ております。 

保険税の独自減免制度の創設については、県下の市町村で減免制度があります。 

このうち２０市町村で、災害以外の減免制度があり、所得が著しく減尐し生活が困難とな

り、保険税を完納することが出来なくなったものに軽減している市町村は、６団体であり

ます。残りの市町村は、公的扶助等の軽減をしているようであります。 

本市の場合、独自減免については、対応しておりませんが、所得に応じて７割、５割、

２割の減額制度により、平成１５年度、３６８６世帯、５５．２％、平成１６年度、３７

８８世帯、５５．５％が軽減され、その軽減額は１億４８７７万８０００円、１７．３１％

になり、低所得層の軽減が図られていることから、非自発的失業等により、国保加入世帯

に対する独自の減免制度についての創設の予定は、現在のところありません。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 福祉事務所長、答弁。 

○福祉事務所長 入船 正君 

 福祉事務所からお答えいたします。平成１７年度から、新たな枠組みとなった６０市町

村ベースで見た場合、認定者数が大幅に増加しており、それに伴って介護保険給付費の増

加しておりますが、新給付等につきましては、現在、国会で審議中ではありますが、この
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介護予防給付費の適正化を行うことにより、健康意識の高揚を図り、保険料が過大になら

ないように努めてまいります。介護保険料と市独自の負担軽減については、現在、考えて

おりません。続きまして、申請権を侵害しない対応について、お答えいたします。 

生活に困窮する市民は、生活保護の申請権、受給権を保障することは当然のことであり

ます。保護を希望される方につきましては、申請書を渡しております。福祉事務所に来庁

される方の中には、生活保護の制度について理解が十分でない方や、明らかに保護に該当

しない方、また他方、他施策の活用によって、最低生活が維持できる方も多いことから、

窓口において親切・丁寧に相談に応じております。 

長崎、北九州で悲惨な事件が起きました。しかし、今後とも豊前市において、このよう

な事件がおきないように、生活保護に携わる職員の教育の徹底を図り、面接時に親切・丁

寧に相談に乗れるように行っていきたいと思います。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 質問にお答えいたします。お尋ねの教科書の採択ですけれども、平成１６年度使用の小

学校教科用図書の採択作業から、地方分権の考えが大幅に取り入れられました。平成１６

年度教科書採択事業事務作業から、これまで京築教育事務所単位で行ってきました採択業

務を、行橋・京築、豊前・築上地区に分かれ、それぞれの教科用図書採択協議会ごとに、

教科書の採択を行うようになりました。まず、文部科学省の検定を受けた教科書目録が送

られてきます。京築教育事務所単位で組織する教科用図書調査研究協議会において、教科

書目録に掲げられている全ての会社の教科書が、各教科ごとに調査・研究されます。 

次に、行橋・京都と豊前・築上に分かれたそれぞれの地区の採択組織として、各市町村

教育委員会教育長からなる採択協議会と、各市町村教育委員会より推薦を受けた教職員、

学識経験者、保護者代表から構成される選定委員会を組織します。それを受けて、協議会

は選定委員会に３種以上の教科書を選定するように諮問します。 

選定委員会は、先に提出された調査研究結果や、各学校ごとにまとめられた学校意見を

参考にしながら、教科別の選定部会で報告書をまとめます。その後、採択協議会に選定結

果が報告されます。それを受けまして、採択協議会で３種以上の教科書の中から、１種の

教科書が採択されます。採択された教科書は、平成１８年度から３年間の豊前・築上の教

科用図書として採択・採用されることになります。 

靖国神社に対する認識ですけれども、これにつきましては、現在、国の内外とも政治問

題化している中で、教育行政として中立でなければならないと考えております。回答は控

えさせて頂きたいと思います。以上です。 

○議長 神﨑光昭君    

 人権課長、答弁。 
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○人権課長 尾座本雅光君 

 福岡県の同和地区の生活实態調査中止について、お答えいたします。ご質問の１点は、

調査について県に中止を要請するということでありました。この件については、豊前・築

上地区の人権同和担当者会議で県の説明を受けまして、その協議会の中で、３点の問題点

を整理した結果、受託する方向と考えています。その１点目が、確かに同和問題は解決し

てなく、特別対策は、平成８年度に一応終わりましたが、一般対策で取り組まなければな

らないということですので、その参考としてこの实態調査に取り組みたい。 

２点目は、法失効後の今後の対策のあり方を探すという意味で必要ではないか。 

それから、平成８年に特別対策は切れましたが、関係住民との意見の交換を、その後、殆

どいたしませんので、そういう方々の意見を聴くのも必要ではないかという３点の理由で

本市としては取組みいたしたい。県の方向の調査について受託をしたいと考えています。 

それから２点目の混住が進み調査ができないのではないかというご指摘であります。 

確かに混住は進んでいると思いますが、平成８年度に国が調査しまして、その国の調査の

基礎資料があります。その基礎資料を参考にしながら、地元の方々の協力員の協力を得な

がら調査いたしたい。非常に困難であるが出来ないとは考えてません。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 それでは順を追って、再質問に入っていきたいと思います。まず、市長、所信表明につ

いてですが、福祉社会保障の関係、４年間の实績と今後の政策ということで、今後は国の

動向を見ながらという答弁でしたが、これは先程も言いましたが、次の質問とも関連して

いきます。次の部分については、殆ど否定されたような課長の答弁でしたが、市長も発言

通告書で私が出していますので、目を通していると思うんです。例えば、高齢者医療制度

と乳幼児医療制度、国民健康保険、介護保険、今回それにプラス生活保護という形で、今

回質問を取り上げましたが、今後これらの制度について充实したいと、そういう施策を掲

げるつもりはないでしょうか。この点について、ご答弁ください。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 去年までいろんな関係が出来たと思います。しかし、政府のこんな状況の中で、財政問

題をきちっと押さえなければいけない中に、これをやれとか、あれをやれと、なかなか難

しい情勢になりましたので、ともかく、福祉水準の施策を落とさないということに頑張っ

ていきたいと思います。新たな独自の拡充策については、とりあえず控えさせて頂くと思

っております。 

○議長 神﨑光昭君 



 20 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 非常に残念ですが、今回、後半部分にかなり比重を置いていますので、この問題につい

ては、また２番目のときに個別にやっていきたいと思います。 

 それで合併問題について、３点ほどお伺いしますが、まず、そもそも論ということで、

そもそも今回の合併話の必要性、この点は何処にあるのか。この点をご説明ください。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 合併の本年３月までは、交付税のカットを逃れるということと、合併特例債を活用する、

この２つでありましたが、合併特例債が４月から今どうするかということであります。 

特例債を使うような大幅な借入等は、殆ど難しいだろうと思いますが、どの自治体も交

付税のカットにつきましては、１割５分か分かりませんが、大変厳しい状況でありますの

で、やはりこれを凌ぐには、合併の道をやれる範囲ですることが前提の選択だろうと思い

ます。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 では次に入りますが、１市２町の合併の築城・椎田のときですが、豊前市としては、話

が段々進展してきた段階では、住民投票も行わなかったですね。椎田町では行われました

が。その状況の中でもアンケートもとらなかった。今回の話について、住民の意思をどう

把握していくつもりなのか、この点についてご答弁ください。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 4月１０日の市長選が終わりまして、そのときの私の政策の主なものは３つありまして、

1 つは、市町村合併はこれからも進めていくと。今からやれる所は吉富町だと言明してお

りました。後２つは、企業誘致、財政問題で、それを表明し当選したわけですので、信を

得たと思っております。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 この問題の最後になりますが、全国的には合併せずに自立したまちづくりを進めている

自治体も多数あるわけです。こういう立場をこれまでに検討したことがあるのかどうか、

ご答弁ください。 
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○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 検討したことは、何時も検討しています。今も今も。自分の町は自分でやれることは一

番いいわけであります。しかし限界もあるし、また豊前市と築上郡の西と東というのは地

理的に見まして北は海、南は山、通過点はパキスタンとインドとバングラデシュみたいな

もので、同じようなエリアにある全国でも特異な地域でありますので、西と東、築上郡が

一緒に何時も話をし、知恵を出し未来を探ることは、豊前市が独自でやるんだという以上

に当然なことと思っています。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 先程述べましたが、今回は、後半部分が多いので、次の質問に移りますが、引き続きこ

の問題も取り上げていきたいと思います。 

次に、２番目の社会保障の充实をという部分に移りますが、まず、高齢者医療制度です

が、１００％償還は非常に努力して頂いたお蔭で、支払の件数として９８．９％、金額と

しても９８．７％で、かなり１００％に近い状況になっております。隣の行橋市と比べて

も、かなりいい数字になっております。私が調べたところによりますと、県内では久山町

が１００％と聞いております。先程、死亡の関係でこれが１００％にならないような答弁

を頂いたわけですが、これに対して相続の関係で、この手続きはどうなっているでしょう

か。市民健康課長、お願いします。 

○議長 神﨑光昭君 

 市民健康課長、答弁。 

○市民健康課長 中野邦子君 

 相続は、戸籍をとって頂きまして、相続をやって相続の方に支払うようにしております。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 そういう手続きをとって、是非１００％になってほしいなと思います。 

それと郵便局の関係ですが、これは何故、郵便局かと言いますと、銀行関係ですと中心街

に出てこないと、なかなか利用できないわけです。現在、郵便局が使われてないわけです

が、返還口座、指定口座として是非して頂きたいのですが、これはやろうと思えば市とし

て独自でできるんでしょうか。県全体の問題が関わってきますか、この点をお願いします。 

○議長 神﨑光昭君 

 市民健康課長、答弁。 
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○市民健康課長 中野邦子君 

 指定金融機関が普通銀行になっておりますので、郵便局とオンラインがつながってない

んです。それで振込みができないようになっております。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 この問題については、是非、県にそういうふうにして欲しいという声を上げて頂きたい

と思います。次の乳幼児の医療制度の問題ですが、これも私は何度も言いました。私以外

にも何人かの議員がこの問題を取り上げて、是非、拡大すべきだという声も上がっており

ます。以前は、県内どの地区がということで言ってきた部分もありますが、今回は、資料

を持ってきてませんが、近隣では犀川町が就学前まで、通院に関しても就学前まで引き上

げた。最近、新聞に載りましたが、苅田町も今後、实施すると明確に方針を打ち出しまし

た。それと、これは就学前までではありませんが、北九州市が３歳から１歳引き上げて４

歳と、これらの自治体でも財政が厳しいことに、かわりはないと思うんです。後は市の皆

さんのやる気、そういう先進自治体を学ぶという形での対応が出来るのじゃないかと思う

んです。どうでしょう。今後やっていくつもりは、まだありませんか。 

○議長 神﨑光昭君 

 市民健康課長、答弁。 

○市民健康課長 中野邦子君 

 1 歳上がるごとに８００万円という大きなお金になっておりまして、一般財源でありま

すので、市民健康課が独自で判断することは難しいようでありますので、財務課、上司と

相談しながら検討していきたいと思っております。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 市長、この問題について何度も私は言っていますよね。是非、就学前までがいいんです

が、１歳でも引き上げるということは出来ませんか。どうでしょう。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 課長の答弁もありましたし、私の方もよく検討してみたいという答弁にさせてください。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 是非、实現できるように前向きに答弁して頂きたいと思います。 
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次に、障害者の医療制度に関連した質問です。これはキャラバンのときに要請しましたが、

中身としては、無年金障害者の問題です。これは裁判になっていますね。課長も、あの時

おられたから聞いておられたと思うんですが、国民年金が任意加入だった時期に未加入だ

ったために、障害者の基礎年金が受け取れない。未年金障害者に、今年の４月から４万円

から５万円の特別障害者給付金を支給する制度が出来ました。裁判は脇に置いときますが、

この請求件数が伸び悩んでいるという实態がマスコミで報告されました。 

対象となるのは、元学生と専業主婦で、推計で２２万４０００人いると言われておりま

すが、实際には、もっと多いのではないかという別な推計もあります。これが４月２８日

の時点で申請したのが４４９８人です。これは手続きをとらなければ、請求が遅れた分は

給付金が受けられないという制度になっております。社会保険庁としては、本人が対象と

自覚していないケースが多いと言っているわけです。また、別なことも言ってますが、書

類を揃える前に、まず市町村への請求を済ませて欲しいと言っているわけです。 

しかし、本人が対象と自覚していない場合でしたら、これは分からないわけですから、

これを市の広報を通して市報ぶぜんとか、そういう情報提供が是非必要だと思うわけです。 

それと私は以前、文教厚生委員会に所属していたときには、障害者の長期計画を作るとき

の委員でもありましたが、ああいう会議に出ると、いろんな障害者団体の方が参加してい

ました。そういう障害者団体を通じて、漏れがないかどうか。市民に案内を図るのが行政

の職務だと思いますが、この点については、どういう取り組みをされているでしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 市民健康課長、答弁。 

○市民健康課長 中野邦子君 

 広報の件ですが、市報には、３月号に掲載されました。そして、障害者の方が現在２名

の方が申請に見えております。それは社会保険庁のほうに一応、申請を受け付けまして、

お送りしております。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 年金は生きていく上で重要な制度ですから、是非、漏れがないように、案内を十分して

頂きたいと思います。国保の滞納についてですが、これは税務課長に答弁して頂きました。 

私が聞きたかったのは、相談体制を充实して欲しいということです。この滞納の背景には

例えばリストラにあったとか、低所得であるとか、そういう社会的な背景があると思うわ

けです。それが、いわゆるサラ金とかの多重債務問題にまでなってくるという部分もある

と思いますが、これまで前浜生商工観光課長には、かなり何度もこの問題で質問させて頂

きました。ですから、窓口が商工観光課であるならば、商工観光課と徴収の責任は税務課

にあると思いますので、是非、相談体制をとって頂きたいと思うんです。ただ税務課がい
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って払え払えといっても、その人自身お金に困っているという方が多いと思うんです。 

そういう面を十分に考えて相談体制をつくって頂きたいと思いますが、如何でしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 税務課長、答弁。 

○税務課長 平松義則君 

 多重債務の件でありますが、私ども滞納者と接触する段階で、どの方が多重債務かにつ

いては、最終的には、裁判所の判断だろうと思います。私どもは要するに滞納税について、

どういう形で納めて頂くかという指導を、まず、やっていきたいと考えております。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 もしその方の理由が分かれば、商工観光課とも協力して解決を図りながら、そうするこ

とによって、税金が徴収できると思っていますので、そういう本人の悩みを解決すること

も、行政の１つの仕事ではないかと思うわけです。是非そういう取り組みを強めて頂きた

いと思います。 

 次に、減免制度については出来ないということですが、今回は時間の関係もありますの

で、介護保険は一言だけ言っておきます。負担軽減策ですが、保険料、利用料、広域に入

っていますので、かなり負担が重いです。是非、対策をとって頂きたいと強く要望してお

きます。それと生活保護については、いろいろ話も出ましたが、申請権の保障はきちんと

やって頂いて、申請権を侵害しないように対応を希望しておきます。 

 次に、教科書問題に移ります。靖国神社に対する認識は、どちらも答えを頂けませんで

したが、最近いろんな本なんかも出ていますので、是非、読んで頂ければと思います。 

まず、教育長にお尋ねしますが、５月２日付で県の教育長から、各市町村の教育長宛に

通知が来ていますね。これについて、特に、教科書採択の方法の改善についてと、６番目

ですが、この点を何点か、お聞きしたいと思います。 

１の部分については、特に関係ないからいいですが、２番目、採択地区に設けられる選定

委員会等への保護者の参画を一層促進することとなっておりますが、保護者の参画を、ど

のように保障されるのでしょうか、この点をお答えください。 

○議長 神﨑光昭君  

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 ＰＴＡ団体にお話して団体の方から出して頂きます。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 
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 それと３番目のそれぞれの採択地区において、市町村教育委員会間で採択事務に関する

ルールを決め、あらかじめ公表するなど、採択手続きを明確にしておく取り組みを進める

よう努めることとなっております。これはいいです。 

４番目として、採択結果や理由等の採択に関する情報の積極的な公表に努めるというこ

とになっていますが、これはどのような対策がとられているのでしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 豊前・築上地区は、第１４地区になっていますが、第１４地区の教科用採択協議会の文

書化維持に関する要綱というのがありまして、開示が必要であれば、これに則りまして開

示をいたします。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 次に、教科書採択を決めるときの教育委員会、そして協議会は傍聴できるのかどうか、

この点をお答えください。 

○議長 神﨑光昭君 

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 今、傍聴については認識が出来ていませんので、後で回答いたしたいと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 是非、これは傍聴できるようにして頂きたいと思います。それと、平成１２年１２月議

会のとき前の楠本教育長の答弁ですが、このときの採択協議会は、選定委員を選出してそ

こに調査研究部を設ける、そこに調査研究を委嘱する。そして、全ての学校意見を聴取す

ると答えておられます。教師の意見の反映は当然だと思うんです。これはユネスコの関係、

それと教育基本法の関係、政府の９７年の閣議決定、こういうやつがあります。 

今回も、教育の専門家である教師の意見が反映されるのでしょうか、お答えください。 

○議長 神﨑光昭君 

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 反映されます。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 
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○８番 宮田精一君 

 公平・公正な採択がなされることを望んで、次の質問に移ります。 

この問題は、１０数項目準備したんですが、時間が足りないと思いますので、ポイントだ

け質問します。県は調査の实施にあたっては調査員、協力員で進めていくと言っておりま

す。この調査員とか協力員というのは、どういう人達でしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 人権課長、答弁。 

○人権課長 尾座本雅光君 

 实態調査に当たっての調査員、協力者ということですが、实際問題としては、調査員は

担当の職員がしなければならないと思っております。協力員というのは、地元のその状況

によく精通した人にお願いいたしたいと考えております。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 それでは協力員についてですが、今地元の精通者という言葉が出ました。いわゆる市民

であり民間人ですよね。守秘義務のない公務員でない、そういった協力員が同行してプラ

イバシーを含む調査を行うことは、大問題と思うわけですが、この点については、どう思

われるでしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 人権課長、答弁。 

○人権課長 尾座本雅光君 

 その辺が、県で３回ほど説明会がありました。その辺をどうするかということですが、

県の説明によりますと、県の条例の第６条だったと思います。統計調査の中に調査員、或

いは、協力者の守秘義務がうたわれていますので、そういうことで問題はないということ

でした。だから私どもも、そういう解釈を受けて实態調査をいたしたいと思っています。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 今からいけば様々な問題がおきることが予想されます。どうしても、調査を行うという

ことに私は理解できないわけですが、先程、壇上でも言いました。福岡県の個人情報保護

条例の観点から考えても、新たな人権侵害が起こると懸念されますが、この点については

どう思われているでしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 人権課長、答弁。 

○人権課長 尾座本雅光君 
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 この調査に当たって、新たな人権侵害ということのご心配と思いますが、私の方は、先

程申しましたように県の統計調査法の条例に基づきまして、そういう守秘義務というのは

守れるだろう、また守らなければならないと思っています。更に、この要請につきまして

は強制じゃなくて、あくまでも、この趣旨を踏まえて関係団体に理解して頂いて实施する

という方向であります。状況によっては難しいところもあります。それについては、世帯

が調査対象になっていますので、その分につきましては、６項目について全部調査すると

いうのは出来ないかもわかりませんが、１項目、２項目お答えして頂ければ、そういう方

向でも進めていくというふうに思っています。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 では調査にかかる費用の問題について、お尋ねします。県は全体での予算は、先程、壇

上でも言いましたが２３７２万円計上ということですが、豊前市としては、どの程度かか

るのでしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 人権課長、答弁。 

○人権課長 尾座本雅光君 

 豊前市の場合は、該当しているのは２７世帯です。支部は３箇所になっています。 

私の方で計算して県に提出する予算の額は１０万円以下でございます。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 3 月は市長選の関係で暫定予算でした。今回が当初予算ですが、３月の暫定予算書、今

回の予算書を見たんですが、この予算は何処にあるのか私は分かりませんでした。 

これを教えてください。 

○議長 神﨑光昭君 

 人権課長、答弁。 

○人権課長 尾座本雅光君 

 豊築では、４月の議会で上げている町村もあります。県の説明が本年に入りまして、２

回説明がありまして、最終的に豊前・豊築の同対連の協議会、担当者の課長会議で決まっ

た結果、受託するという方向が出たのは５月１８日でした、本市も取り組んでいこうとい

うことになったわけで、予算措置は 9月議会にお願いしたいと思っています。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 
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 予算が計上されてない。これを实行しようとしているわけですね。これは私は大問題じ

ゃないかと思うんです。いわゆる議会を軽視しているんじゃないかと思うんですよ。 

こんなことが許されるのか、この点について助役さん答弁をお願いします。 

行政が事業をやる場合、予算を組んで議会が承認して、はじめて予算が執行されます。

今回のように、とりあえず事業をやってしまって、9 月議会に対応するということを言っ

ています。これは、じゃ地方財政法の観点から許されるものかどうか、この点についてご

答弁ください。 

○議長 神﨑光昭君 

 助役、答弁。 

○助役 渡邊賢二君 

 ご指摘のように、予算があって事業实施というのが基本でございます。ただ、この問題

につきましては、県費補助により委託を受けるという状況ですし、その準備をしていると

いうふうに受け止めております。で、9月議会に対応したいということであります。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 もう一度お尋ねしますが、法律上、何も問題ないでしょうか、その点お答えください。 

○議長 神﨑光昭君 

 助役、答弁。 

○助役 渡邊賢二君 

 先程申しましたように準備をしているというようなことでございますし、法律を盾にと

りますと、いろいろ問題があると思いますが、委託事務でありますので、執行に当たりま

しては、他の予算との状況もありますので、そこら当たりはご理解して頂きたいと思いま

す。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 これまでの論議を踏まえて市長にお尋ねします。今回の实態調査は实施されますか。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 昭和４６年の同対審答申、そして失効いろいろな法律も変わりまして、今、豊前市とし

ては終結していますが、差別の状況がどうなのかということの総括をしなければならない

し、行政のやった責任でありますので实施していきたいと思います。 

○議長 神﨑光昭君 
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 宮田議員。 

○８番 宮田精一君 

 先程、助役の答弁では自信を持ったような、法律の関係からすれば自信もったような答

弁ではなかったと思います。私は絶対こういう調査は实施すべきではないという立場であ

ります。今後とも、そういう意見を述べながらやっていきたいと思います。答弁はいりま

せん。これで終わります。 

○議長 神﨑光昭君 

 宮田精一議員の質問を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 １２時１５分 

再開 １３時２０分 

○議長 神﨑光昭君 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続行いたします。渡邊一議員。 

○６番 渡邊 一君 

 昼からのトップバッターで、質問をはじめたいと思います。選挙が済んだばかりで、昨

日の市長さんの答弁の中にも、喧嘩はしても後は仲良くやりましょうというような、ご答

弁がございました。私も選挙の立場は違いましたが、どうぞ市政進展のためには、しっか

り手をつないでやっていこうと思いますので、それから質問も１項目だけですから、どう

ぞゆっくり市民の皆さんも傍聴の方もおられるようです。分かりやすいご答弁をお願いい

たしたいと思います。 

 広域行政関係については、事情がちょっと変わったようですので、今回は質問をとり下

げさせて頂きました。失礼いたしました。 

質問の本題は、今、自衛隊と築城基地、これは豊前市にとっても、どう取り組むかによ

って非常に大切な取り組みになるのじゃないかと思いますので、その辺のところを市長の

お考えをお聞きしたいと思います。と申しますのは、私が見た目では、今、自衛隊築城基

地との関係が、豊前市は尐し遠のいてきたのじゃないかというふうに心配しておるからで

す。と言いますのは、今、基地があることは事实です。ですから、基地があるために騒音

対策として、今までは各小学校、中学校、校舎それから講堂も含めまして、かなりその財

源を利用していたと思いますが、ここのところ非常にそれらが尐なくなってきたのじゃな

かろうか。それに比べまして、今、基地の重要性は非常に増しております。そういうこと

から考えまして、まず市長さんの自衛隊に対する考え、築城基地に対する考えをお聞きし

たいと思います。 

村山トンちゃん、総理大臣になりまして、やはり日本全体を考えまして、自衛隊は合憲

だと認めたという発言がございます。豊前市の健ちゃんも、そうであると思いますので、
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その辺のお考えをお聞きしたいと思います。天気情報も、基地が一番最新情報を提供して

くれます。 

それから築城基地との付き合いが、いろいろあると思いますが、例えば、航空祭があり

ますが、ご招待が年間どのくらいあって、そのうちご本人の出席になった、また代理が出

席したということは、どのくらいありますでしょうか。それから隣接ですけれども、陸上

自衛隊の第４師団が小倉にもございますが、それとの豊前市との関係、また、小倉は８月

からイラクに出兵するように聞いております。それらに関する感想も、お伺いできればあ

りがたいと思います。 

これは 6月８日の朝日新聞ですが、築城基地だけでありませんけれども、朝鮮半島有事

に備えまして、テロ、ミサイルに対する対策として、基地周辺の日本が攻撃される可能性

もあると判断して、被害を最小限に食い止める措置を整備したい考えで、都道府県が今年

度中に定める国民保護計画に反映するよう促す方針だという記事が出ておりました。 

国民保護計画というのはどういうものか。そして、築城基地に関連して、豊前市にもそう

いう問題提起が県からあったのかどうか、そういうこともお伺いしたいと思います。 

後は細かい話になりますので、一応、市長のお考えを壇上でお伺いしまして、後は自席

で質問したいと思います。よろしくどうぞお願いします。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 渡邊一議員のご質問にお答えいたします。私の壇上からの答弁ですけれども、築城基地

とのお付き合い、業務回数、つながりと、小倉の駐屯地の件と、国民保護法の関係は総務

課長から答弁をさせて頂き、私からは自衛隊及び築城基地の付き合いについて、壇上から

ご答弁させて頂きます。 

基地協賛会への財政支援、合わせて自ら中心的役員として、殆ど各行事に参加しており

ます。主な行事は基地慰霊祭、つばさ尐年剣道大会、航空祭、つばさふれあいコンサート

等でございます。日程調整いたしまして極力参加しております。また７年前に出来ました

豊前市及び築上郡に所在する行政機関の長をもって構成します豊前・築上地区官公庁等連

絡協議会には、築城の基地指令も会員として何時も参加しております。私が会長ですので、

豊前市の市役所で３ヵ月に１度もっております。この関係は、来月７月、吉富のフォーユ

ー会館で福岡正行教授、ジャーナリストの有名なあの方を招待して催し物をするようにし

ております。そういうことで、きちっと足場のついたお付き合いをしております。 

自衛隊の募集事務につきましては、法定受託事務として自衛隊の人的基盤の支え、組織

の精強性を維持する上で重要なものとして取り組んでおります。事業としましては、担当

者として会議、研修の参加、市報への募集記事の掲載、募集説明会の開催、自衛隊見学の

勧奨等でございます。また、自衛隊父兄会の事務局のお世話をいたしております。 
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主な行事としては基地見学、自衛隊入隊予定者壮行激励会、記念行事への参加、役員会

等でございます。以上が、自衛隊と関係団体と調整を図りながら、協力支援を円滑かつ適

正に实施参加をしておりますので、ご理解をお願いいたします。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 総務課長、答弁。 

○総務課長 相本義親君 

 陸上自衛隊の第４師団との連携やお付き合いをどのようにしているかという、ご質問で

ございますが、だいぶ前になりますが、陸上自衛隊に、確か求菩提の中腹の改修工事をお

願いしたり、天地山の改修工事等で、陸上自衛隊の活躍を過去、豊前市が要請した経験が

あると聞き及んでおります。今日では、災害時の連携という問題で、私どもの台風災害の

時には支援の要請等、或いは、状況等についてご説明を願いたいということで、自衛隊員

が派遣されまして、地元の私ども並びに市の職員、消防、土木組合、こういうところで及

ばないような大災害時には、速やかに対応して頂けるように連携を取って、不測の事態に

備えて連絡を取り合っているというのが現状であります。 

ですから、陸上自衛隊第４師団の役員の方々が、お代わりになるときは、必ず内の方に

挨拶にお見えになりますし、私どもも名刺を交換して、そういう緊急時の私どもの力の及

ばないような、市民生活を脅かすような不測の事態の時にはご支援を願うということで、

日々、連絡調整をさせて頂いているのが現状であります。 

また、ご案内の国民保護法で質問がありましたが、かなり長い条文のようで、日本が武

力攻撃をされた場合に対処する、基本的な理念を総則として、その中で国や地方公共団体

はそういう事態のときに、お互い国が責任を持つのか。或いは、地方公共団体は、どのよ

うな責任を持つのか、或いは、役割の分担で地方自治体は何をするのかということを明確

にした法案でございます。 

武力攻撃事態への対処のための手続きや、武力攻撃がなされることを想定しましての法

整備、また、具体的ないろんな緊急事態に対する措置ということで、要請がありまして、

主に地方公共団体では、不測の事態のときの行方不明者の照会等を、速やかに国県から命

令があった場合については、回答しなければならない。また、或いは、国民がいろんな不

測の事態になったときに、訓練と地方自治体と、県国の有機的連携を図っていきなさいと

いうようなことを決めておる法律だと聞き及んでおります。具体的に、国からも総務省の

消防長関係か、或いは、自衛隊の方からもいろんな文書がきておりまして、今、勉強して

いるところであります。 

福岡県の窓口は、総務部消防防災課が主な窓口と聞き及んでおります。私どもも担当の

この法律に対する県のヒヤリングや、課長会議等がありまして、４月の早い時期に説明会

がありまして、そういった文案について、今、各市町村に配布されておりますので勉強し

ているところであります。また、自衛隊との有機的連携という問題で、私どもも日々日常
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業務を行なっておりまして、基地との関係で身近に基地を控える、また、国際情勢の厳し

い昨今の情勢も考えまして、市民に安全で不安のない生活をして頂くためにも、自治体と

して何をしなければならないのかということについて、日々意見交換しておりますので、

ご理解の程をよろしくお願い申し上げます。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 渡邊議員。 

○６番 渡邊 一君 

 自席より質問いたします。割りに仲良くお付き合いして頂いているようで安心いたしま

した。だとするならば、もう尐し基地を守るこの地域として、自衛隊の予算を活用しては

どうだろうかということで、お尋ねいたします。学務課で調べて頂きましたが、昭和４９

年の角田小学校から、平成７年、８年の合岩小学校まで、各市内の小中学校の殆どが防衛

庁の補助金で仕事をやっております。そして、公民館も平成７年、８年、１２年と補助金

を獲得しております。それ以降は殆どないんですね。それで最近、疎遠になったのかなと

心配したわけです。学校とか公民館とか、騒音対策としては一番やりやすいのですが、こ

れ以降、防衛庁にお願いするような仕事はないんでしょうか。何か横武小学校の講堂とか

いろいろ話をちらちら聞くようですが、その辺のことについてお伺いいたします。 

○議長 神﨑光昭君 

 助役、答弁。 

○助役 渡邊賢二君 

 お答えいたしたいと思います。防衛庁の予算を使って、学校等の整備をいたしてまいり

ましたが、雇用、或いは、起債等で数年前から地域総合整備事業債というのがありまして、

これについては、元利償還に対して交付税措置等がございましたので、例えば、角田の公

民館にしても、この地域整備総合事業債を活用した方が有利だということで、活用いたし

ました。というのが防衛については、鉄筋でなければいけないという一定の構造に制限が

あります。けれど鉄筋でなく、木造等使用したいという住民のニーズもあります。 

そういうことから起債を使って整備をいたしたわけでありまして、その他にも義務教育

の補助を受けてするというようなこともあります。それについては、鉄骨で整備するとい

うようなことで、その施設、施設の状況によりまして、防衛予算を使わなくて实施した経

過があります。今後につきましては、来年、山田公民館については、防衛予算を活用させ

て頂こうということで計画いたしております。 

○議長 神﨑光昭君 

 渡邊議員。 

○６番 渡邊 一君 

 はい、分かりました。必要に応じて利用するという形で結構だと思います。 

それから、ここで市長に提言したいのですが、要するに、朝鮮半島有事に備えて、かなり
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政府も緊張して基地周辺に力を入れております。特に、築城基地にもナイキ基地というの

がありますが、今ペトリオット基地になっていますね。名前が、第２高射部第７高射隊と

いうのでペトリオット、数は築城基地もはっきり教えませんでしたが、２部隊あるそうで

す。これは仮想敵国で悪いんですけれども、北朝鮮からテポドンが来たとしたら、それを

途中で打ち落とすという装備をしようということで、とりあえずイージス艦に備え付けた

いということですが、おそらくペトリオットから、すぐ機械の精度が増しさえすれば、築

城基地もそういう体制に入るんじゃないかということは、それだけ、築城基地が国防の中

で非常に重要性を益々増してきた。そうなれば基地周辺の住民の方々にも、それ相応の理

解をしてもらいたいし、そして応援してもらいたいと思うのが人情です。 

それで、昨日の尾家議員の水道の問題がありました。伊良原ダムの問題。確かに私も将

来にとって大切な水だと思います。ですけれども、尾家議員がいうように、お金の心配も

あることも事实です。それで産炭地振興法というのがありまして、産炭地に対してはちゃ

んとした補助があるものだから、こっちより安い水が向こうに入っていたけれども、産炭

地法がなくなりました。私はこの際、市長ひとつ提言して、基地周辺市町村で是非、伊良

原ダムを何処も利用したいけれども、それに対する措置は大変困っていると思いますので、

これを基地周辺対策費の中に加えて欲しいという提言は出来るんじゃないかと思いますが、

唐突な提言ですが、市長、どう思いますか。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 築城基地の場合は直下の地域、これは区割りが出来ていますが、行橋・豊津・築城・椎

田の中の滑走路の近所とかの地域は、相当いろいろなメニューがあって対応できます。 

例えば、今度、築城町が物産館をやるんですが、これについては、行橋の稲童と争って築

城が取ったんです。私が知った限りでは、防衛庁の補助が８割、9割出ると思います。 

それとか後、消防関係とか、築城と椎田の合併で議論してびっくりしたんですが、団員が

３００、４００おるんですよ。やはり基地周辺地域の渡邊議員の指摘で、そういうことに

ついて補助も我々考えられないで出ているようであります。今、基地協賛会は、苅田は入

っておりません。残りの京築と田川郡の赤村が入って組織があります。しかし、世話人の

主なのは行橋・豊津・築城・椎田で豊前はその次です。そういうことで会長、副会長の順

番もその４つで回っております。 

我々の豊前市は、その横でしたし、今度、合併の１市２町の時には、その関係の勉強を

はじめさせて頂いて、違った考えを持ったわけであります。渡邊議員のご提案であります

が、实は産炭地の関係があったので、今まで田川地区が水道企業団で優遇された面があり

ました。京築と、かなりの落差があったんです。我々の京築水道企業団は１９８円を頑張

って努力して１８８円、１０円、努力したわけですが、もうひと頑張りして５円はこのま
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まいけるかなと思いますし、次のステップの時には、５０円は下がるだろうと思います。 

今、渡邊議員のご提案、築城基地の重要性、また築城基地のいろんな意味のことを含め

まして、今、基地協賛会なり自治体の会合では、そういう話をしたことはありません。皆

財政の頭の痛い問題でもありますので、メニューが出来るかどうかやれるかどうか分かり

ませんが、その関係は当たってみようと思います。 

○議長 神﨑光昭君  

 渡邊議員。 

○６番 渡邊 一君 

 今基地は１６００人おるんです。この人達も基地に水がいるわけです。そして自動車１

００万台の企業誘致にしても、住宅誘致にしても、やはり水がなければ人は住めません。 

水は欲しいですけれども、知恵と行動だと思います。今、有事と想定しての基地の再編を

行っているようですから、この期を逃がさず、今いう行橋・築城・椎田・豊津、・吉富から

こっちについて、この地域も騒音地域の指定を受けているわけですから、基地協賛会に入

っているわけですから、ここで産炭地はできて、基地は基地交付金の中でできんという理

屈にならんと思うので、後は行動と政治力で頑張ってみようじゃありませんか。 

これは次の世代のまちづくりに、大きく水の問題は貢献すると思うので、是非、市長に

頑張って欲しいと思うし、冒頭にございましたようにご協力を申し上げたいと思いますの

で、もう１回答弁をお願いいたします。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 基地がありまして、防衛庁の守屋事務次官、最高の官僚の方にお会いしましたし、山田

の公民館の件でお話したんですが、今言われました水道企業団企業誘致はどうなのかとい

うことはしておりませんので、まず、関連の自治体ともですね。もう 1つ、北九州空港が

来年３月にできた場合、今の北九州空港は小倉よりで本数が尐ない。今度は苅田の所を通

りますので、そうなると築城基地の飛行機の訓練も相当に東寄り、豊前寄りになるだろう

と思いますので、民間との接点もありましょうから、そうなると、なお地域として、どう

なのかと言える正当性も起こるのかなと思っておりますので、近隣の自治体、特に、水道

企業団では、大平のけて全部入っています。苅田が基地の方に入っていませんが、苅田は

違った面で県の大変な援助を得ていますから、ご相談していきたいと思っております。 

(「終わります」の声あり) 

○議長 神﨑光昭君 

 以上で、渡邊一議員の質問を終わります。 

次に、村田喜代子議員。 

○５番 村田喜代子君 
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 皆様、こんにちは。今日はニュースの中で八屋の火事の中でご不幸がおきております。 

ご冥福をお祈りいたします。 

今回は前回も質問させて頂いたことです。釜井市長が新たにおなりになりましたので、

重ねてもう１度お伺いしたいと思います。釜井市長さん３期目の就任おめでとうございま

す。私も渡邊議員と同じで反対でしたけれども、よろしくお願いいたします。 

 尐し失礼なことが入るか知れませんが、お聞きください。まず、市長の市政報告を先日

しっかり聞かせて頂きました。その中でお蔭様で、今年４月市民の皆様のご理解とご協力

を頂き、引き続き市政を預かることになりましたが、改めて責任の重大さを痛感しており

ますとありました。そのとおりだと思います。社会経済の評論では、回復気味などと言わ

れておりますが、現实、中小企業のオーナー等に伺うと、まだまだ大きく大変な戦いをさ

れているようです。各企業はあらゆる工夫で経費節減を強いられております。 

私の主人も一般会社に勤めておりますので本当によく分かります。そのような企業など

で働いている方々の給料、ボーナス等、随分とカットされ、不安や不満に追いかけられる

ようにリストラをされている。疲労困憊の中で多くの仕事を、尐人数の中でこなしており

ます。それが現实であります。そして、退職すれば、年金の中から追いかけられるように

年間に支払う税金に四苦八苦されているのが、市を支えている市民の皆様なのです。 

責任を感じるぐらいの問題ではないかもしれません。市の職員の方々も改めて気を引き

締め、市民の模範となっていく決意を、課長自から行っていくことが大切だと思います。

態度も言葉もともすると悪いなと思うことが多々あります。市の方々はお実様です。 

私は、その場ではそ知らぬ顔をして、お相手させて頂いておりますが、じっと見させて頂

いております。 

釜井市長、応援されたたくさんの方々が、なんと評価されて投票されていたか、ご存知

でしょうか。私は、公的施設を民営化等、いろいろしておるのを知っておりますけれど、

皆様の言葉の中には何もしないけれど、悪いことをしないから入れたと、運動された方た

ちまでも言っております。よろしいのですか。私は満足いたしません。何もしないけれど

悪いことをしないなんていうことはよくない。清潔・公平・公正を保った上で、上から取

るもの、周りから取るもの、そして豊前市を潤してください。私は今回、反対に回りまし

たが、バッシングも随分ありました。あらゆる方向から驚くほどありました。対抗馬も本

当か嘘か分かりませんが、何かと悪口雑言されておりました。でも、豊前市公明党として

私１人反対にそむくわけにいきませんでした。はじめから押す以上、私は朝一番から、し

つこいやつだといわれるほど、噂に対し質問も随分といたしました。 

市長としての心構え、私利・私欲を求めず、自分を捨て市民のために何をするのか考え

てください、と大きな器になってください。大きな器でなければ市民は守れませんとどれ

だけ訴えたものか。これほど失礼なことはないというほど終わるまで続けました。 

相手候補は大変よく聞いてくれました。申し訳ないほどでした。 
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市長、市町村合併もあっけなく消え去りました。吉富町と言っている割には、市長のコ

メントはすっきりされてないようですし、市長の責任を見せて頂きます。 

前置きが長くなりましたが、発言通告書にそってはじめます。 

第１項としまして、人口増対策について、このことは前議会でも取り上げさせて頂きまし

たが、平成２年の国勢調査では３万１０８９人、平成７年度は２万９７１６人、平成１７

年度は２万８７８７名と、１５年間で２３０２名の減となっております。 

１項といたしまして、尐子化対策の本部について、私は議会において、尐子化対策本部

をと３度ほど提案させて頂きましたが、ほぼお答えは日本中、尐子化でございます。 

豊前市だけではございませんという、なんとも情けないご返事が多かったことを記憶して

おります。耐震にしてもそうでした。この地域には地震はありませんという返事でした。 

在宅介護にしても、３ヵ月が限度でございます、という返事を頂きました。そして今回、

尐子化対策本部の中で、前回の 3月議会で始めて企画調整会議において協議してまいりま

すと言って頂きました。尐子化の空洞化がきそうなのは問題ではないのでしょうか。 

人口減になっているのは如何でしょうか。高齢化率３０％が、すぐそこにきているのです

が、恐くはないのですか。８年前、市長のはじめての壇上で言われた言葉に、豊前市のよ

き伝統という松明を先代から受け継ぎ、次の世代に渡すために懸命の努力を重ねていくこ

とを約束しています。豊前市のよき伝統とは何でしょうか、お教えください。 

 よき伝統ならば、それを継承していくのは市長のみだけではありません。子供たち、若

い人達です。その代表が市長なのではないでしょうか。そのついてくる人材が大きく減尐

しているのです。黒土小学校増築とは嬉しい限りです。日本中、そうだからよろしいので

しょうかと、私はずっと質問を繰り返す度に市長の言葉を聞きながら思っておりました。 

しつこくいう私がおかしいのかとも思いたくなるほどでした。 

今回、施政方針の児童福祉の中で、市長は、尐子化対策が重要な課題と位置付けられて

います。私はどうでもよいのかと思っておりました。しかし安心いたしました。企画調整

会議の取り組み機能を教えてください。何名のどのような方々でしょうか。まさか男性ば

かりだというのではないでしょうか。3 月に策定されました豊前市次世代育成支援対策行

動計画は、どのようなものが出来ているのでしょうか。簡単にお教えください。 

それとともに助役さんに、お伺いいたします。時おりごとに以前よりお願いしておりま

した、企業に対しての子育てに関する支援のお願いは、如何なっているのでしょうか。 

また、それに対するメリットを持って行くということはできないでしょうか。 

 住環境の整備について、高校跡地の利用の構想としてお持ちでしょうか。勿論、諮問機

関がありますが、以前、図書館にとか、青尐年のホームの体育館とか、市長は簡単にいろ

いろと言われておりましたので、お伺いいたします。キットの跡地などなど言われており

ましたが、結果、大変素晴らしい商店街が活性化につながる機関が進出してくださいまし

た。青豊高校の付近に県営住宅が出来るようですが、３０戸ぐらいとのことですが、これ
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は豊前市の中にある県営を集約することらしいのですが、それでは戸数が尐なくなるので

はないでしょうか。新たに県に要望されてないのでしょうか。 

企業誘致について、市の皆様の口から出る言葉は働く場所がないとな、何ぼおれといっ

ても働く場所がないとな、という言葉が多いのです。今の工業団地はほぼいっぱいです。 

次は、空き地利用でしょうか。当選直後２００５年４月１２日の新聞には、市内空き地工

場を生かした工業誘致をしていくと書いてありました。今回の市政報告には、平成１３年

度から今日までに、７社を誘致することができました。更に、積極的に企業誘致に努め、

雇用の拡大、地域の活力の回復、人口増に努力してまいります。このため、東部工業団地

の拡張などを検討するとともに、空き工場への誘致も進めてまいります、とありましたが、

拡張の具体的なことをお聞かせください。 

今月までに７社とありましたが、それは前任者が立ち上げ、手がけてきたことが故、そ

れを市長は苦労しながら立ち上げたからこそ、誘致が出来ていると誰もが思っております。

工業団地がなかったら、７社もその上もできなかったでしょう。先人の功績を評価されな

がら、７社の紹介があってこそ、素晴らしい市長としての説明ではないでしょうか。東部

工業団地の拡張も考えているようですが、時期、場所、遅くないのか、お伺いいたします。 

２項としまして、母子家庭支援について、あえて住環境の中にいれず２項として立ち上

げました。先日、戸畑の市会議員より電話があり、豊前市在住の母子家庭の方から、会社

をリストラになり大変だったので、北九州の母子寮に入れないでしょうかということでし

た。私もよく相談があります。母子家庭に至るまでには、個々の事情があると思います。

相互責任のある方もあるでしょう。抜き差しならぬ事情でなければ別れることはないでし

ょう。男女雇用均等法がある割には、まだまだ、女性の給料は同じ仕事も大きな差があり、

また女子では正規の仕事につくことが難しく、パート、アルバイトになりがちです。子供

が小さければ小さいほど、病中保育がないため休むことが多くなってまいります。 

今、豊前市の中で何組の母子家庭の方が頑張っているのでしょうか。今回は、豊前市に

母子寮の建設の支援を望みます。以上をもちまして、自席からの質問にさせて頂きます。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 村田喜代子議員のご質問に、答弁書は各々の課長が用意しております。まず、その答弁

書を自席で言って頂いて、それから議論を深めていったらいいなと思います。 

 答弁する関係は、人口増対策については福祉所長、財務課長、都市計画課長、建設課長、

商工観光課長、市政活性課長、助役に答弁して頂きます。母子家庭の支援につきましては、

福祉所長の答弁といたします。壇上から以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 福祉事務所長、答弁。 
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○福祉事務所長 入船 正君 

 尐子化対策について、福祉事務所から回答します。厚生労働省が、１月１日に発表しま

した平成１６年の人口動態統計で、１人の女性が生涯に産む子供の数とされる合計特殊出

生率が、過去最低の平成１５年を下回る１．２８９になったと発表がありましたが、次世

代育成支援対策推進法が、平成１５年７月に施行され、法律に基づいて行政・企業が地域

行動計画を策定しております。本市におきましても、平成１６年３月に住民に対しニーズ

調査を行い、策定協議会を立ち上げて検討を行い、平成１７年３月に作成いたしました。 

作成した豊前市地域行動計画は、平成１７年度から５年間に实施の予定であります。 

例えば、保育所においては、一時保育、延長保育の継続、放課後児童クラブの充实、子育

て支援センターの強化等であります。議員さんから質問のありました、次世代育成支援対

策推進法の内容ですが、地域における子育ての支援、母性並びに乳児及び幼児の健康の確

保及び増進、子供の心身の健やかな成長に資する教育環境の整備、子供を育成する家庭に

適した良質な住宅及び良好な住宅環境の確保、職業生活と家庭生活の両立の推進等を、今

後５年間に達成するとした目標数値を設定しております。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 都市計画課長、答弁。 

○都市計画課長 竹本 豊君 

 都市計画課から、人口増対策の一環で赤熊南の住宅地等の進捗状況について、お答えい

たします。高校の統合、それから建設の関係で、赤熊南区画整理事業については、事業計

画の変更を余儀なくされたわけですけれども、その後、皆様のご支援によりまして、事業

は順調に進んでおります。赤熊南の面積につきましては１４．３ｈａあります。この中で

公共用地は道路・水路・公園ですけれど２．６ｈａ、それから、公的用地は県立高校・市

営墓地・集会所等で、これが６ｈａ、それから住宅用地が５．７ｈａとなっております。 

当初は１４．３ｈａが住宅団地ということで、区画整理を目論んだわけですけれど、高

校が入りましたので、結果的には尐なくなりましたが、５．７ｈａということであります。 

その住宅用地は、事業参加者の換地の分が３．６ｈａ、保留地及び市有地が２．１ｈａ

あります。保留地については、県営住宅用地が０．４ｈａあります。市営住宅用地が０．

２９ｈａ、これを含んで全体で２．１ｈａであります。県営住宅については、現在５０戸

程度を計画いたしております。市営住宅については、３０戸程度をお願いしているという

ことであります。それで一応、公的な数が８０戸です。 

それと新たに造成されます区画整理に参画された民地があります。それを含めて最大値

で、２４０戸程度の住宅を見込んでおるということであります。今後については、当面、

住宅地の分譲、住宅建設等に努力を傾注していかなければならないと思っております。 

当地は、市の中心に近く、利便性も高い素晴らしい住環境ですので、立派な新市街地が

数年後にはできると期待しているところでございます。今後の作業としては、区画整理の
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中に街区道路、公園を築造する。それから集会所の建設も予定しております。それから確

定測量、登記の事務がありますが、ここ２～３年すれば事業は完了するということであり

ます。最終段階で新しい町界、町名の決定なども、いろいろ計画しております。公園、町

名などにつきましては、これまでとは異なる斬新的なものができたらな、ということを考

えております。 

それから、保留地等の住宅用地の分譲は、一般に広くＰＲ、公募等いたしまして、平成

１８年から順次、分譲可能な部分から販売をしていく。これまで用地買収を市は主にやっ

てきたわけですが、今後は用地の売却ということで、売り払いをやっていかなければなら

ないという状況であります。県営住宅については、現在、県と協議中であります。今年度

中に県営住宅の設計をやって頂きまして、用地買収も今年度中に保留地を買って頂くとい

う計画であります。それから戸数でありますが、当初３８戸、今、上町と三楽に県営住宅

が老朽化したものがありますが、これをここに持ってまいりまして、５０戸程度で建設し

て頂くということであります。県も非常に財政事情が厳しいということで、今、建替え、

或いはなくすという方向でやっておりますが、努力いたしまして、何とか５０戸の確保を

お願いしたという状況であります。 

○議長 神﨑光昭君 

 建設課長、答弁。 

○建設課長 山村哲夫君 

 人口増対策について、上町団地の建替え計画を申し上げます。上町団地の建替え計画に

ついては、平成１２年度から建替え計画の策定に着手し、建替えの検討を進めてまいりま

した。平成１６年度には、建替えの手法について、民間資金活用の可能性について調査を

行ったところです。今後の上町団地建替え計画についてですが、建替え完了時の全体戸数

については、現在、建替えのため空き家政策を实施しており、平成１７年４月１日現在の

入居戸数は２３８戸に減尐し、今後も減尐が続く傾向であることを考慮して、全体戸数を

２００戸前後とすることで計画してます。また、敶地の有効利用を図るため高層化を計画

しています。 

次に、建替えのスケジュールと手法ですが、当面は１７年度に福岡県が策定する地域住

宅計画に参加して、地域住宅交付金を受け、平成１７年度から５年間で、１００戸前後の

建て替えを従来方式の公共で整備する計画です。残りの建替えについては、今後、入居戸

数及び住宅需要並びに財政状況等を踏まえて、適切な時期に建替え戸数や建替え手法、民

間資金の活用も含めますが、建替えスケジュールなどについて、再検討を行い、建替え計

画を策定する予定です。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 商工観光課長、答弁。 

○商工観光課長 後小路一雄君 
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質問につきましては、企業誘致により、本市における若者等の就業の場の確保や、Ｕ・

Ｉ・Ｊターン希望者への受け皿の整備をし、地域活力の回復、人口増につなげたいと考え

ているところであります。企業誘致につきましては、県企業局、県企業立地課、そして多

くの方々のご協力、ご尽力を頂き、豊前市東部工業団地に６社が立地し、今年度中にはも

う１社操業開始の予定であり、能徳工業団地におきましても、昨年度は１社立地したとこ

ろであります。昨日、爪丸議員にもご答弁いたしましたが、北部九州１００万台生産拠点

の实現が間近に迫っている今日、更に、福岡県と連携しながら情報収集に努め、東部工業

団地の残り区画を含め、市内の遊休地、空き工場などに関連企業等の誘致を進めていきた

いと考えているところであります。 

また、東部工業団地等の拡張も検討していかねばと思慮しております。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 市政活性課長、答弁。 

○市政活性課長 井上 章君 

 市政活性課からは、高校跡地の考え方について、お答えいたします。福岡県の高校再編

に伴いまして、市内２高校及び築上東高校が統合されることが決定されてから、豊前市と

しましては造成中でありました赤熊南土地区画整理事業用地内に新高校の設置を要請して

きました。福岡県当局のご配慮により、当該用地に設置が決まり、平成１６年 3月２６日

築上中部高校及び北高校用地と、赤熊南土地区画整理事業用地２２街区１区画地及び１街

区１画地の等価交換にも合意したところであります。 

新高校も順調に進捗し、１７年４月には青豊高校が開校の運びとなりました。平成１９

年度には、豊前市に移管される予定の高校跡地は、市の中心部の貴重な用地であり、この

跡地をいかに活用するかは、今後の豊前市のまちづくりに大変重要になってくると思いま

す。この高校跡地の有効利用を市民を含んだ広く意見を聴く場として、高校跡地利用審議

会を設置するため、平成１６年９月議会に、豊前市付属機関の設置に関する条例の一部の

改正案を上程、可決頂いたところであります。 

平成１７年１月２８日には、市議会議員５名を含む１７名の審議会委員に委嘱し、第１

回豊前市高校跡地利用審議会を開催いたしました。跡地利用について諮問し、ご審議頂い

たところであります。第２回目につきましては、新議員の交代等で遅れましたが、6 月１

日に開催しご審議頂きました。現地視察も合わせて实施して頂いたところであります。 

今後は、月１回程度の開催を予定しておりまして、年内には答申を頂けるものと思って

おります。以上のような状況でありますので、議員ご質問の跡地利用については、審議会

でまちづくり人口増対策等あらゆる角度から議論・審議して頂けるものと考えております。 

議員におかれましても、ご理解の程よろしくお願いいたします。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 福祉事務所長。 
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○福祉事務所長 入船 正君 

 母子家庭の支援について、母子寮の整備ということであろうかと思いますが、お答えい

たします。現在、２世帯５人が市外の母子生活支援施設に入所しておりますが、平成１６

年４月に開設した大平村の施設をはじめ、県内に１６施設が整備されております。 

また、センターと呼ばれるＤＶ、いわゆる夫からの暴力による緊急避難施設も、県内に

５施設が指定されております。現状で十分対応できるのではと考えております。また他の

支援策ですが、母子家庭や寡婦の生活の安定と、その子供の福祉の増進を図るため、１８

歳の誕生日の年度末までの児童を扶養している方に、児童扶養手当を支給しております。 

平成１７年４月現在、児童１人あたりの支給額は４万１８８０円、一部支給は月９８８

０円から４万１８７０円となっており、現在２１３名の世帯に支給し、また、母子、寡婦

福祉資金の貸付を行っています。豊前市においては、就学、就業支援、技能取得、生活、

住宅等の種類の貸付資金を６３件利用しています。利子においては無利子から年３％とな

っています。また、保育園においても、入所段階で優先的に入所手続きをとったり、保育

料でも減免措置を講じています。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 助役、答弁。 

○助役 渡邊賢二君 

 子育て支援対策のことですけれども、地元企業に働きやすい環境整備をお願いしたらと

いうことでありました。これにつきましては、商工会議所の会議等の機会を捉えまして、

お願いしたいということでございましたけれど、未だ機会が得られておりませんが、いず

れ企業等の会議があると思いますので、要請いたしたいと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 市政活性課長。 

○市政活性課長 井上 章君 

 先程、企画調整会議のお尋ねがありましたので、お答えいたします。企画調整会議につ

きましては、関係９課長と助役と構成しておりまして、議会前、それから各課にまたがる

提案事項がありました場合に、適宜開催して協議しております。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 昨日、爪丸議員さんが殆ど詳しくお聞きになっておりますので、私はしつこく聞こうと

思っておりませんが、まず、私の１番お願いしたいことから質問させて頂きます。 

１番最後の分の母子家庭支援のということで、母子寮の確保をして頂きたいということ

ですけれど、これは県内に１６箇所ですか。何名ぐらいの入所ができるんでしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 
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 福祉事務所長、答弁。 

○福祉事務所長 入船 正君 

 大平村の施設を例に取りまして、入所者２０世帯、大体そういう規模で入っていると聞

いております。ですから１６掛けの２０で３２０ですかね。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 この母子寮という意味合いとして、今はＤＶがとても多くて、かくまってあげるという

ような部分で母子寮をということが聞かれますが、ただ、それだけではないはずですよね。 

どのような感じで受け止めていったらいいでしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 福祉事務所長、答弁。 

○福祉事務市長 入船 正君 

 今、議員さんが言われましたように緊急避難施設、これは緊急的に避難するということ

で、県内１６施設のうちに、母子施設が何時も空きをつくって、そういう方の対応をする

ということになっているようです。では、どういう施設があるのかということですが、種

別でいくと２種類あるようです。まず、母子福祉センターと、無料、または低額な料金で

母子家庭に対して、各種の相談に応じるとともに、生活指導及び生業の指導を行う等、母

子家庭の福祉のため便宜を総合的に寄与することを目的とする施設として、母子福祉セン

ター。そして、もう 1つ、母子休養ホームというのがありまして、無料、または低額な料

金で、母子家庭に対してレクリェーション、その他、休養のための便宜を寄与することを

目的とする施設ということで、母子休養ホームとその２種類があるようです。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 では、母子寮という本当に低所得者を支援するような住宅とは、また違うんですか。 

○議長 神﨑光昭君 

 福祉事務所長、答弁。 

○福祉事務所長 入船 正君 

 所得に応じて無料、或いは、有料ということで、豊前市に入所している方については、

１世帯１５００円頂いております。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 それは期限があるわけですか。何年とか何ヵ月とかというような。 
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○議長 神﨑光昭君 

 福祉事務所長。 

○福祉事務所長 入船 正君 

 今日、担当から聞いたんですが、基本的には５年ぐらいを目処で、その期間内に自立が

できれば退所して頂くと。また、子供さんが１８歳未満が対象ですので、１８歳を過ぎれ

ば母子という資格がなくなるわけです。その時点で退所して頂くというシステムになって

いるようです。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 私も、最近、よく母子で住んでいられる方たちの中から、さっきも壇上で言わして頂き

ましたが、きちんとした職業に就けなくて、パートとかアルバイトとか、そういうボーナ

スも頂けない、なかなか今はボーナスというほどの分がなくなってきましたが、そういう

のも頂けなくて、子供に熱が出たり、いろいろなことで休むことが多くて、何か安いアパ

ートがないですかね、ということをよく言われるんですよね。男性は給料がきちんとして

ますし、それでも男性も別れて子供を育てている人達が、大変な思いをされているように

ありますが、女性の場合は、なおさら、経済的な面でとても大変な思いをしている方がた

くさんいらっしゃいます。そういう面で、今、民間で家賃は安くても３万円ぐらいします

よね。だから、そういう面で、ただＤＶだけじゃなく、そういう方たちに安心して住んで

頂けるような建物を与えてあげられたらと思って、今日は質問させて頂いたんですが、上

町団地なんか、まだまだ取り壊ししてない分とか、入れられないのですかね。 

○議長 神﨑光昭君 

 建設課長、答弁。 

○建設課長 山村哲夫君 

 上町団地建替え計画がありますので、空き家として退去した方には、その後は入居の申

し込みはしておりませんので、ご理解をよろしくお願いします。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 皆さんよく聞くのが、まだ、これは何年でしたか、１５５の後はまだいっときあるんで

すよね。すぐに取り壊ししないですよね。 

○議長 神﨑光昭君 

 建設課長、答弁。 

○建設課長 山村哲夫君 

 順番にしていきますので、急に何処、何処、壊すというわけにいきませんが、大体南の
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方から計画していくようになっております。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 皆さんが言われていることは、まだ、取り壊しされないんだったら、入れられないのか

とよく聞かれますが、まだ、いっとき時間があるんだったら、そういう方たちにお貸しす

るという、期限は絶対に守って頂くということで、入れて頂くことは全く駄目ですか。 

○議長 神﨑光昭君 

 建設課長、答弁。 

○建設課長 山村哲夫君 

 今まで移転保障費を出しまして退去してもらっておりますので、今のところ入れる考え

は持っておりません。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 全くないと言いながら、何年間はそのままの状態なんでしょう。 

○議長 神﨑光昭君 

 建設課長、答弁。 

○建設課長 山村哲夫君 

 そのままの状態ですが、今度、建替え計画で取り壊しするときに、入居者の方に退去し

てもらうためには相当な出て行くときの条件等がありまして、すぐ取り壊すというわけに

はいきませんので、今のところ出て行った方には、それは政策として空けている次第です。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 すみません。立ち退き条件を教えてください。 

○議長 神﨑光昭君 

 建設課長、答弁。 

○建設課長 山村哲夫君 

 立ち退きの条件というのは別にありませんが、転居していく方があれば、先程、南の方

と言いましたが、北の方に住んでいる方でも、移転保障費を出して退去してもらっており

ます。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 
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 すみません。無理ばかり言って申し訳ないですが、本当に安い給料で生活している人達

が、結構たくさん親子でおりますので、そういうところを豊前市として、何か対策をたて

て頂けないかと思いましてお願いしておりますが、市長、どうにかならないですかね。 

○議長 神﨑光昭君 

 助役、答弁。 

○助役 渡邊賢二君 

 建設課長が、ご答弁いたしましたように、今、空き家対策をやっておりますが、昨日、

尾家議員にご答弁申し上げましたが、５年間で１００戸建設する予定にいたしております。

現地を見て頂きますと、真ん中に広い道路がありますが、それから上は、おそらく１００

戸の中の空き家対策として、早急にしなきゃならないと思いますが、それから下について

はちょっと期間がかかります。その間に、空き家対策以外に、特別に入居させられるかど

うかについては、尐し事務方に検討させて頂くということで、本日のところはそのような

措置でご答弁とさせて頂きます。 

○議長 神﨑光昭君  

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 ということは、あまり希望はないということですか。 

○議長 神﨑光昭君 

 助役、答弁。 

○助役 渡邊賢二君 

 希望がある、なくて、私が申しました道路から下の分について、空き家ができた場合に

現在はそれに入居させてないわけです。しかし、そういう方たちの特別の枠として入居で

きるかどうかは、内部で検討させて頂きたいということを申し上げたいと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 ありがとうございます。検討させて頂きますと。できるだけ５年間の中に１００世帯で

すから、真ん中の大きい道を隔てて下の方は、まだいっときかかることですよね。それで

そういう方がいらした場合は、申し込みをできるだけ協力してあげて頂きたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。新しい建物を建ててくれとか、建てて頂くに超したこ

とはありませんが、この経済の成り立たないときに無茶は言いませんけれども、やはり１

８歳になったら母子のそれが解けると言われるんでしたら、何年間の間でも、本当に安定

した家賃を高くとられて、そして、子供を育てる大切さを忘れてしまうようなお母さんに

ならないために、私は涙が出るような方がいらっしゃるんです。そういう方たちが、本当

に一生懸命に頑張っているその姿を、執行部の方たちに分かって頂きたいんです。 
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精神的苦痛の支援として、是非、いい方向で検討して頂き、また、お答え頂きたいと思

いますので、何日か後にお伺いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それから、尐子化対策本部で、企画調整会議の取り組みということで、これは私は市長

さんからお伺いしたいんです。初めて企画調整会議の取り組みの中で会議してまいります

ということを言って頂きました。本当に壇上でも言いましたように、これを出すたびに私

は何か自分自身が悪いことを言っているような感じなんかな、と思ってしまうような返事

を重ねて頂きましたので、どのような感じで調整会議に取り組んで頂くのか、各課長クラ

ス等がいらっしゃるということですが、お聞かせください。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 企画調整会議は、正式な会議でありますし、執行機関でございます。毎月１度じゃない

けれども、臨時もありますし、今言った線で尐子化対策について、テーマを持って議論し

ていきます。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 本当に子供が減るということは大変なことでございます。本当に子供というのは、私は

宝だ、宝だと、はじめから宝だと何遍言ったか分かりませんが、本当に宝です。市長が代

表であれば、後ろに続いていく豊前市を守っていく子供たちを、本当に途中で事故にあっ

たりとか、また数が尐なくならないようにとか、どんなにしたら増えているのかとか、男

性だけでは、なかなか思いつかない部分があるのじゃないかと思いますので、女性も含め

ながら、そういうときは会議を行なって頂きたいと思っております。 

女性の参加はどうでしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君  

 企画調整会議は、庁内の執行会議ですので、今、女性の課長が１人おりますから、出席

をすることになっております。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 課長、１人だそうです。笑い事ではありませんよ、本当に。女性の意見をしっかりと言

ってもらいたいと思いますので、よろしくお願いいたします。本当に子供が増えるという

ことは、今の時代の若い方たちの考え方、また経済の不景気、いろんなことを考えたら大
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変な努力のいることですので、よろしくお願いいたします。 

 それと、この豊前市次世代育成支援対策行動計画の中に住宅の確保、育成とか、また住

宅の確保、そして職業と家庭を両立しての安定とか、いろいろなこと書かれておりますが

そういう中にも、最後の私が質問しました母子家庭の支援の中にも入っていますので、と

もに福祉事務所長、よろしくお願いします。母子家庭も父子家庭もだそうです。父子家庭

は、今度はお姑さんが大変な思いをされているんです。年を取った方たちがですね。それ

も本当に見ていたら可哀想な思いをしておりますが、経済的には男性が有利ですので、あ

れですけれど、女性の場合は、何もかもが自分１人の背中にかかっております。 

そして、今、男性は申し訳ありませんが、もしいらしたら怒らないで頂きたいのですけ

れども、慰謝料、養育費等、なかなかお支払いして頂ける奇特な方が尐なくなっておりま

すので、笑い事ではなく本当に大変なんです。大人になってない男性が多いのではないか

と、このような失礼なことを言っては申し訳ないかもしれませんが、そう思っております。 

 後、最後に、いろいろあったんですが、昨日、爪丸議員さん、しっかり聞いてください

ましたので、あまりあれじゃありませんが、すみません、あちこちにいきますが、薬師寺

の分譲が、１８年度から１２戸売り出すんですね。坪いくらぐらいになるんですか。 

○議長 神﨑光昭君 

 財務課長、答弁。 

○財務課長 池田直明君 

 現在、まだ事業費が確定しておりません。売り出す価格も、まだ未定の状態です。 

年内には価格を決定しまして、一般に広くＰＲしていこうと考えています。よろしくお願

いいたします。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

よろしくお願いしたいのは私の方で、学校の付近ですので若い方たちが買いやすいよう

な金額でお売りして頂きたいと思います。それが横武の皆さんの共通した希望ではないか

と思いますので、財政課長、よろしくお願いいたします。 

それと、これは市長にお伺いいたします。企業誘致についてでありますが、さっきも言

いましたように、４月選挙が終わった後には、空き工場をという話がありましたけれども、

今回の市政報告の中では、東部工業団地の拡張をも検討しているということでしたけれど

も、昨日も爪丸議員さんがお聞きしましたが、もう１度私からもお聞きしたく思っており

ますので。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 
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 土地の問題は微妙な点もありますので、東部工業団地等という表現をさせて頂きたいと

思います。造成はですね。それと、空き工場の関係は工場を貸してもいいよと。既存の工

場の場合、メリットというのがあるんですよ。隣地の承諾も要らない。そして応用が利く

わけですから、議員、豊前市内、見ましたら、広大な土地の所もいい場所がありますので、

そういうことも含めて要請も来てますから、空き工場もそういう線に入っていきたいなと。

また市内域のずっと向こうのほうも、そういう考えの所も会社もあります。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 申し訳ありません。東部拡張等、頭が悪くて分かりません。ご説明してください。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 東部工業団地が１つですね。そして、それだけではなく造成用地を、もう 1 つ 2 つね。

すべきだという意味です。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 造成を 1つ、２つ、１つというのは１区画という意味ですか。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 あのですね。企業誘致も会社が工場がある所の周辺の方は、ご理解して頂けますが、大

きな寛容の気持を持つんですが、そうじゃない所に、またボコッと企業誘致は、なかなか

難しいですよ。隣地の承諾が取れません。時間に間に合いません。で、今既存の豊前市の

工業団地の周辺ですね。すぐ理解を示して頂ける所を表現しているわけでございます。 

○議長 神﨑光昭君 

 村田議員。 

○５番 村田喜代子君 

 それはありそうなんですか。まだ時間が来ておりませんが、今から手をつけて遅くはな

いんですね。 

(「はい」の声あり) 

平成１５年 9 月、磯永議員から工業団地の造成について、9 月１日に株式会社三福、川村

など立地協定もまじらわされ、今の東部工業団地については、殆ど埋まった状態になって

おります。宮田町にトヨタ、苅田に日産、来年１０月ごろには、中津にダイハツが稼動し
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ようとしています。この地域は、県知事が奨励するように自動車産業の中心になろうとし

ております。今まさに、市町村合併の出口どころか入り口の見えない、今、豊前市に求め

られるのは、自主財源の確保や働く者の雇用の確保ではないでしょうか。 

自動車関連産業において、ご承知のとおり、市は裾野が広く関連企業のこの地域への進

出が、まだまだ見込まれます。だからこそ、今、工業団地の整備と、それに伴う住宅用地

の確保が必要となりますが、この点について見解を聞かせてくださいということで、市長

がお答えになっているのは、新たな工業団地につきまして、今ご指摘のように、東部工業

団地ももうひと頑張りし、またフレゼニウス社にも、もう１画約束どおり立地して頂くな

らば、年末までやれるかなと思っております。ただ、今、不景気の中、全国的にも殆ど工

場が立地できない状況の中で、工業団地に張り付くことはすぐにはできません。 

県の企業局も必死になって頂いておりますので、汗を流して頑張っていこうと思ってお

ります。そういう状況の中で、新たな工業団地についてのご質問ですが、民家と住居地区

で工業団地をつくるということは、今の事例でものすごく難しい情勢になっているわけで

すし、行橋市は、やめたわけであります。市としては、では何もしないのかということに

はならないかと思いますので、能徳、そして既存の工業団地の周辺で、立地に容易な所で

可能性を見つけていきたいと思うところでありますというふうにあります。 

本当に間に合いますということですので、まだまだ、ダイハツの方も造成をどんどんし

ていくようにありますので、時をはずさないように、市長の最大の力を出して頑張って頂

きたいと思います。これは、私は平成１５年の９月に、ああそういうことなんだなと思い

ながら聞いていたんです。それであの時あったと思って探し出したんですが、このような

言葉も以前にはありますので、本当にそのような思いがございますなら、出来るだけしっ

かりと頑張って頂きたいと思います。一言、市長から言葉を頂きたいと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁で終わります。 

○市長 釜井健介君 

 やり方としましては、豊前市は、今から財政が厳しくなりますので、豊前市の積み立て

を２０億円は切りたくないんですよ。２０億円はきちっと持っておくと。ただ２億円か３

億円使って造成する必要があるじゃないかと思っております。 

今、議員が言われた平成１５年９月、このときはトヨタのエンジン工場の話はありませ

んでした。ダイハツのとき、大体、豊前市は一生懸命殆ど立地を取ったと思います。 

操業を中津でし始めて３年、４年、５年ぐらいは静かになるだろうという県の見解と思っ

ていましたけれども、トヨタのエンジン部門が立地するということになりましたので、そ

こで尐し事情が変わっただろう。変わったならば、内の方もやれる範囲で手を打たなけれ

ばならんと思っております。 

行橋市も、その時点は、工業団地は断念したんですけれど、今し始めましたという情勢
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になっておりますので、私の答弁は今言った範囲ですね。そしたら２万坪ぐらい以上のこ

とになれるかなと思っております。 

○議長 神﨑光昭君 

 以上で、村田喜代子議員の質問を終わります。 

これより関連質問に入ります。関連質問は１人答弁を含め１０分以内であります。 

関連質問の方はありませんか。尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 宮田議員の教育行政に関連して、教育長に質問させて頂きます。発達障害ＬＤ、ＡＤＨ

Ｄ高機能自閉症という形の特別支援基本法が制定されまして、福岡県教育委員会のほうも

ソフト事業で動き始めたということで、この前もＰＴＡの方に講演会等の勉強会をすると

いうことで、応援依頼があったんですが、豊前市として、そういう発達障害の子供たちの

ことについて、どのように考えているか教えて頂きたいと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 豊前市には、小学校に入るときに就学適正指導委員会というのがあります。そういった

中で保育園、或いは、幼稚園の先生方、或いは、小中学校の先生方にＬＤとか、発達障害

の子供たちのことについての知識なり、どういう状況なのかということを、大学の講師を

呼んで学習をして現在はやっております。頻繁な数は多くありませんが、そういったこと

で教育啓発ということで、今、進めておるところです。 

○議長 神﨑光昭君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

中津市の今回の市報に出ていましたが、障害児長期休暇支援事業ということで、夏休み

の間、障害者の子供たちを預かるという形で、支援するということでやっている。これは

福祉も関係すると思いますが、豊前市は取り組みはまだされてないですかね。 

○議長 神﨑光昭君 

 福祉事務所長。 

○福祉事務所長 入船 正君 

 障害児対象に宇島港の工業団地内の宇島集会所で、豊前市、吉富町の障害者、現在１０

名いらっしゃいます。豊前市５名、吉富町５名で、放課後児童クラブという形で運営して

おります。また、この施設は土曜日、長期休暇、夏休み、冬休みに、基本的には、放課後

児童クラブという形で、厚生労働省の管轄になりますが、保育をしております。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

 尾澤議員。 
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○１番 尾澤満治君 

 そういう形で、ある方が行かれたんですが、宇島はかなり重度の方が行かれている。 

軽度の方々の措置はないのか。元郵便局の跡地の福祉の鈴の家の方で、指導を受けて、ち

ょっと合わないのじゃないかということを言われたんですが、軽度の方、発達障害の子供

たちとか、結構、北九州のほうでも、かなり勉強会をやっていますが、講師の先生もある

程度は、昔で言えば落ち着きのない子という形であったんですが、今では発達障害とかそ

ういう名前が出てきているという形ですが、軽度の子供たちに対しての対策という形では

いろいろ調べたんですが、なかなか受け入れができないということですが、そういう軽度

に対しての支援措置はないんでしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 福祉事務所長、答弁。 

○福祉事務所長 入船 正君 

 対象の幼児なのか、年齢は保育園にも障害児保育という形で、障害児も預かっています

が、この宇島集会所での障害児放課後児童クラブに関しても、障害児を対象にしています。

ただ程度の問題はあると思います。寝たきり状態では指導員、補助員ですね。介護が主体

じゃないんですね。あくまで学校の放課後、共働きの保護者の就労を支援するという形の

意味だと思います。もう尐し状況を詳しく聞かないと返答が難しいかなと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 尾澤議員。 

○１番 尾澤満治君 

 また、個別で相談させて頂きたいと思いますが、これからも発達障害の子供たちについ

て、勿論、ＰＴＡも連携を取りながらやっていきたいなと。子供は宝ですから、尐しでも

防げる部分があれば、一緒になって協力体制でやっていきたいと思いますので、一緒に勉

強させて頂きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○議長 神﨑光昭君 

  

○１６番  

 私は、宮田議員さんの質問のうち、教育長のご答弁について、確認の意味で質問させて

頂きます。新しい教科書の審議・決定に向けて、協議会とか選定委員会等がありますが、

これについて会議の傍聴ができるのかと、午前中に質問がありましたが、答えがありませ

んでしたので、お聞きします。それから、その会議・協議の審査の過程の状況・経過は、

文書で開示できるのか。要望すれば提出して頂けるのか、お答え願いたいと思います。 

もう１点は、山崎議員の質問で地産・地消の問題がありました。このテーマは前市長さ

ん時代から私は提案したりしていましたが、今日の状況の中で、時宜に適した地方自治体

の取り組みの１つではないかと思っております。そういう視点から、大坪課長が答弁して
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おりました関係機関と協議をしていると私は聞きましたが、地産・地消について関係機関

のどのような団体と、どのような協議が進んでいるかということについて、お尋ねいたし

ます。 

○議長 神﨑光昭君 

 農林水産課長、答弁。 

○農林水産課長 大坪 勝君 

 関係機関と申しますのは、農林水産課、それとＪＡ、学校教育と地産・地消を学校給食

を対象に私は答弁したつもりであります。 

○議長 神﨑光昭君 

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 採択にかかる教育委員会の会議を行なうに当たりましては、適切な審議環境の確保が出

来るかどうか、会議の公開・非公開を適切に判断しなければならないと思っております。 

私も初めてのことでありまして、採択協議会の豊前・築上の教育長とも相談しながら、そ

の辺の公開するのか非公開にするのか、或いは、傍聴ができるか、できないのかについて

は判断していきたいと思っていますので、今、暫く時間を頂きたいと思います。 

審議の過程の公開は、先程、確かお答えしたと思いますが、採択協議会の文書開示に関

する要綱というのがありまして、１条から５条までありますが、必要な場合は、開示を請

求することができますので、そこで公開ができると思います。 

○議長 神﨑光昭君 

  

○１６番  

 教育長に、分かりました。それでメモで私も必要があればと書いてあります。必要があ

ればというものは、どういうことなのか。皆さんの方で必要があれば開示をするというの

か、市民側が必要だと要求していけば開示できるのか、この点についてお答え頂きたいと

思います。それから、市長・助役さんトップのお二人に考え方をまとめて頂きたいと思い

ます。先程、山崎議員の教育委員会サイドの質問、答弁。県の基本的な意見が一致してい

ないような気がしてならなかった。質問者の思いがどうしてもつながってない。 

行政部局の方と教育委員会部局の方で、道が何か２つに分かれたような印象を受ける質

疑のやり取りだったと思います。それで基本的に地産・地消というものを、豊前市の新し

い政治の進め方、行政の進め方のテーマとして、豊前市総体でこれを確認し、取り上げて

いくかどうかという意思統一がないからではないかという感じがしております。そうだと

すれば、冒頭申しましたように地産・地消の取り組みは、極めて時宜に適していますし、

特に、教育的効果も伴うということですから、大変重要な部分ですから、早急に意思統一

して、そのための関係者との協議の場、プロジェクトチームぐらいつくって、できるだけ
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頻繁に会議を続けながら、年度内ぐらいに、しっかりしたものを市民の皆さんに発表でき

るぐらいの地産・地消の取り組みを展開してほしいと思いますが、如何でしょうか。 

○議長 神﨑光昭君 

 教育長、答弁。 

○教育長 森重高岑君 

 文書の開示につきましては、市民からの開示の申請があった場合と考えております。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 地産・地消農業関係は、もう６年ぐらい議論した中で、市内の給食は県の教育関係の指

定しか入れてなかったのに加えて、地元の店を含めまして出た話でありますので、地産・

地消豊前米の消費につきまして、統一見解以上にまとまって方向が出るようにしていきた

いと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

  

○１６番  

 是非そういうふうにお願いしたいと思います。そして教育長、この取り組みは山崎議員

からも紹介がありましたが、食育基本法、或いは、食育推進基本計画の作成義務などが、

直近の状況で明らかになっているわけですから、一般行政部局と絶対に緊密な連絡を取っ

て、学校現場の学校給食の中に取り入れていくというシステムを早急につくって頂きたい

と思います。今一度、私から見れば両サイドの皆さん方が、意思統一をして立ち上げて、

もう１回スタートし直すというぐらいの気迫でやって頂きたい。でないからこそ、先ほど

の教育長の答弁の中には、これは話の前後があったわけですが、学校で必ずしも稲作りを

しなければならないとは思われないというような話が出ますからね。質問者のほうは、そ

れじゃ地産・地消、学校の食育という部分では、かなり差が生じているなと感じますので、

そういう誤解がもたれないように、行政部局と教育部局も意思統一して、共同で立ち上げ

ていくということで、再スタートできればと思います。ご答弁はよろしいですが、よろし

くお願いいたします。 

○議長 神﨑光昭君 

 他にありませんか。山本議員。 

○１１番 山本章一郎君 

 私は、山崎議員さんの農業問題に関連して、ちょうど渇水期で田植えが遅れている地域

は黒土地域だと思っています。その中で黒土の人は、近くの夕田池からも受水している地

域ですが、矢方池の水が放流できないのかという声がありました。これに関連して、今、

矢方池の組合長は新吉富の村長さんで、副組合長は釜井市長だと聞いております。これを
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放流する権限とか、そういった利用の仕方はどうなっているか。田植えが遅れているこの

時期に、早急に放流して欲しいという声がありますが、これに対する対応をお聞かせ願い

たいと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 新吉富の村長が組合長で、私が副組合長ですので、今農林課長とも話しましたけれども、

要請しようと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 農林水産課長。 

○農林水産課長 大坪 勝君 

 矢方池につきましては、現在、今日の３時から放流の第１回目の会議を早速開いており

ます。それで議員さんと通水区域が集まりまして、新吉富の方で会議中でございます。 

○議長 神﨑光昭君 

 山本議員。 

○１１番 山本章一郎君 

 折角、年２作を作っている地域でありますので、精いっぱいの支援をぬかりない支援を

して欲しいと思います。もう１点、市長にお伺いしたいのですが、村田議員さん、宮田議

員さんの関連質問です。先程、村田議員さんは母子寮の建築をどうか、更には空き家にな

っている上町の団地住宅は開放できないのかという意見でした。また、宮田議員さんは、

尐子化の時代、就学前の医療費について、もうちょっと拡大できないかと、いずれもなか

なか財源が見つけにくいという答弁だったかと私には聞こえました。 

そこで釜井市長は、今度の選挙では、行財政改革も大きなテーマだったかと思いますが、

昨日の尾家啓介議員の質問の中で、上町団地を元の形、今までの形態で発注するような考

えでした。この差額が、本来は建築段階では３０％ぐらい安くできるのではなかろうか。

それを反映して、その差額分を福祉サービスが低下しないような税金、お金の使い方、市

長は考えはないですか。是非そういうふうに考えを持って欲しいと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 市長、答弁。 

○市長 釜井健介君 

 一般論でいえば、そういう話になりますけれども、具体的に、そして目の前のことをし

てＰＦＩ自身で上町にするに当たっては、なかなか難しいということで、ただ時代の流れ

であるので、赤熊地区の関係についてやってみようということです。そこまでの自信はな

いわけです。というのはやる所、こなせる所、そういうことです。そのＰＦＩの余ったお

金をイコール福祉として、それを全て簡単に言ってしまっていいのか、私もそこまで簡単
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に言えません。 

○議長 神﨑光昭君 

 山本議員。 

○１１番 山本章一郎君 

 市民が要求する不足する部分は、やはり全員で力、知恵を出し合いながら進めていくの

が一番いいことだと思います。それなりに市長は一生懸命汗をかいて頑張ってください。

よろしくお願いします。 

○議長 神﨑光昭君 

 他にありませんか。 

(「なし」の声あり) 

これで本日の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩いたします。 

休憩 １５時１５分 

再開 １５時２８分 

○議長 神﨑光昭君 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議案第３５号が追加されましたので、これを日程第２として議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長 釜井健介君 

 本定例会に追加提出しております議案第３５号は、豊前市外一町二村清掃施設組合を組

織する市町村数の増減及び豊前市外一町二村清掃施設組合規約の変更についてであります。 

平成１７年１０月１１日から、築上郡新吉富村及び同郡大平村が廃され、その区域をも

って築上郡上毛町が設置されるに伴い、豊前市外一町二村清掃施設組合を組織する市町村

の数を増減し、豊前市外一町二村清掃施設組合規約を変更するため、市町村の合併の特例

に関する法律第９条の２第２項の規定により準用する、地方自治法第２９０条の規定によ

り、議会の議決を求める案件であります。提出議案の概要について申し上げましたが、市

政運営上、緊急かつ必要な案件でありますので、議員各位には慎重にご審議の上、速やか

にご議決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明を終わります。 

○議長 神﨑光昭君 

 説明は終わりました。 

日程第３ 議案第２４号から議案第３５号まで一括議題といたします。 

議案に対する質疑に入ります。今のところ質疑の通告がありません。 

追加議案がありますので追加議案に対する質疑はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

質疑なしと認め、これをもって質疑を終わります。 
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只今議題となっております議案第２４号から議案第３５号までを、お手元に配布してお

ります付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託したいと思います。これにご異

議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

異議なしと認めます。よって付託表のとおり付託いたします。 

 日程第４ 意見書案第２号から意見書案第６号までを議題といたします。 

提案議員の説明を求めます。意見書案第２号と意見書案第３号については村田議員にお願

いいたします。 

○５番 村田喜代子君 

 提案者を代表して意見書案の提案理由を申し上げます。最初の地方６団体改革案の早期

实現に関する意見書案についてでありますが、昨年８月２４日、地方分権の理念に沿った

三位一体改革を实現すべく、地方６団体の総意として、その改革案を小泉総理大臣へ提出

したところであります。以降８回に及ぶ国と地方の協議の場などを経て、昨年１1 月２６

日、平成１７年度及び１８年度に於ける三位一体改革に関する全体像が政府において決定

されました。しかしながら、まだ多くの課題が先送りされ、真の地方分権改革とは言えな

い状況であります。従って、地方６団体の提案を十分踏まえ、おおむね３兆円規模の税源

委譲の確实な实施をはじめ、ここに掲げています５点について、その实現を強く要望する

意見書であります。提出大臣といたしまして衆議院議長河野洋平様、以下であります。 

豊前市議会議長 神﨑光昭からであります。 

２番目の地方議会制度の充实強化に関する意見書について申し上げます。 

現在、内閣総理大臣の諮問機関である２８次地方制度調査会において、地方議会のあり方

について検討がなされておりますが、地方分権の進展に伴って、市長の権限が強化される

一方で、地方議会の権限は依然として手つかずのままであります。市長の権限が強化され

また三位一体改革により、税財政面に於ける自主性が増すことに伴って、地方議会の監視

機能や住民を取り巻く環境変化に、いち早く対応できる体制づくりが急務であると考えら

れます。 

住民自治の合議体である議会が、自主・自立性を発揮して、初めて地方自治の本旨は实

現するものであります。時代の趨勢に対応した議会改革なくして、地方分権改革は完結し

ないものと考えます。よって、地方議会の権限強化及び活性化のため、抜本的な制度改革

改正が図られるよう求めるものであります。以上、２つの意見書案につきまして、議会運

営委員全員による提案とさせて頂いていますが、議員の皆様のご賛同を頂きますようお願

い申し上げて提案理由の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長 神﨑光昭君 

 次に、意見書案第４号を尾澤満治議員、お願いいたします。 

○１番 尾澤満治君 
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 意見書案第４号について、ご提案させて頂きます。義務教育費国庫負担金の堅持、３０

人以下学級の实現を求める意見書案の提出について、代表して提案させて頂きます。 

義務教育費国庫負担金制度は、憲法・教育基本法の理念に基づいた制度であり、義務教

育無償の原則に則り、国民の全てに対して、その妥当な規模と内容とを保障するため、国

が必要な経費を負担することにより、教育の機会均等とその水準の維持・向上等を図るこ

とを目的としています。そのため、この制度は、財政面から義務教育を支え、今日まで多

大な役割を果たしてきているといえます。 

しかしながら、政府は、財政再建を理由に１９８５年度以降、義務教育費国庫負担金の

見直しを進め、旅費・教材費・共済費・退職手当などが、また２００５年度予算では、暫

定措置として４２５０億円が義務教育費国庫負担より削減されました。義務教育費国庫負

担制度の廃止、一般財源化は、税源の偏在性と今後は、削減が必至な地方交付税の状況を

考えれば都道府県間での教育水準格差ばかりか、市町村間の教育水準の格差にもつながる

恐れがあります。 

一方、都道府県では３０人学級など、独自に特定学年の学級定員の引き下げを实施して

いる所があります。保護者からは子供たちへのきめ細かな指導等が図られ、有益であると

の報告がなされております。しかしながら、財源不足から一部の学年にとどまっていたり

市町村への財政負担を求める動きも起きており、地域間格差も生じてきています。 

こうしたことから３０人以下学級は、国の負担責任で全国一斉に实施するように強く要

請いたします。以上、地方自治法第９９条に基づき意見書を提出します。小泉内閣総理大

臣以下３名の大臣に対して、豊前市議会議長神﨑議長より提出させて頂きます。 

ご審議をよろしくお願いします。 

○議長 神﨑光昭君 

 次に、意見書案第５号を山崎廣美議員、お願いいたします。 

○２番 山崎廣美君 

 意見書案第５号 鉄道事故再発防止と、運輸安全基本法仮称の制定を求める意見書案の

提出について、４月２５日、午前 9時１８分頃に発生した尼崎市における福知山線快速電

車脱線事故において、亡くなられた方々に対し心からご冥福をお祈り申し上げるとともに、

ご遺族の方々にお悔やみを申し上げます。また負傷された方々におかれましては、１日も

早くご回復されますことを心よりお祈り申し上げます。 

 今回、死傷した多くの人々の不幸を、次の万一の事態に活かさなければならない。安全

に終わりはない。多数の命を預かる交通機関は、改めて安全第１を最優先にすることを胸

に刻まなければならない。再び悲惨な鉄道事故の内容・原因の徹底究明と、再発防止を強

く求める立場から、以下の事項の实現を強く求めるということで、４項目挙げております

ので、目を通して頂きたいし、以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出す

るということです。衆議院議長河野様以下５名の方に豊前市議会議長神﨑光昭ということ
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ですので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長 神﨑光昭君 

 次に、意見書案 、お願いいたします。 

○１６番  

 意見書案第６号 ＪＲ不採用事件の早期解決を求める意見書について、代表して提案理

由の説明を申し上げます。国鉄が分割民営化されてＪＲ各社が発足した際、当時の国労組

合員など採用されなかったという、いわゆるＪＲ不採用事件が発生して以来、１８年経過

いたしております。この事件に関して、２００３年１２月２２日、最高裁判所はＪＲの使

用者責任を否定する判決を示しました。同判決は、採用されずという不当労働行為の有無

については一切触れなかったものの、一方で、国鉄が採用候補者名簿の作成に当たり、不

当労働行為を行った場合、国鉄もしくは国鉄の法的地位を引き継いだ国鉄清算事業団は、

使用者責任は免れないとの判断も示しました。 

この判決を受けて、国際労働機構ＩＬＯは２００４年 6月１８日、ＪＲ不採用事件に関

する結社の自由委員会報告を採択し、早期解決に向けて事实上６回の勧告を日本政府に示

しております。勧告の中では、最高裁判所が、国鉄もしくは国鉄の法的地位を引き継いだ

国鉄清算事業団は、使用者責任を免れないと判断した部分に着目するとともに、日本政府

に対して、この問題の解決のために、一度は大勢となった政治的・人道的見地の精神にた

った話し合いを、全ての関係当事者との間で推進することを求めました。このことは国際

労働機構として最高裁判所の判決が出されたとしても、未解決の問題として位置付けてい

ることを示して、日本政府も批准しているＩＬＯ８７号条約、ＩＬＯ９８号条約の立場か

ら、政府の責任で早期解決を求めているものであります。 

ＪＲを不採用にされ、１９９０年に解雇された１０４７名の国労組合員らは、物資販売

やアルバイト、細々とした事業体運営などで生計を立てるなど、未だ厳しく苦しい生活を

余儀なくされております。また１０４７名のうち全国で２９名が他界し、平均年齢も５２

歳となり、ＪＲの定年では６０歳を超える者も年々増加しているなど、まさに一刻の猶予

も許されない深刻な事態となっています。よって、政府においては、国際労働機構勧告の

履行と、政治的・人道的立場から、１日も早いＪＲ不採用事件の早期解決に向け、一層の

努力をされるよう強く要望するものであります。 

以上、意見書案文を朗読しながら提案理由の説明にかえました。皆さん方の慎重な、そ

して積極的なご協力をお願い申し上げて終わります。 

○議長 神﨑光昭君 

 これで提案説明を終わります。 

意見書案に対する質疑に入ります。質疑の方はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

質疑を終わります。 
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只今議題となっております意見書案第４号から意見書案第６号は、お手元に配布しており

ます付託表のとおり、所管の常任委員会に付託いたしたいと思います。 

なお、意見書案第２号と第３号は、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託

を省略いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

異議なしと認めます。 

日程第５ 請願第１号を議題といたします。 

紹介議員の説明を求めます。宮田精一議員にお願いいたします。 

○８番 宮田精一君 

 請願第１号 公務公共サービスの充实を求めるための意見書の提出を求める請願であり

ます。請願者は、北九州地区国家公務員労働組合協議会議長田中伊都子名義であります。 

内容としましては、後から２ページ目がその趣旨が書いてあります。その要旨としまし

て３点あります。住民に対する行政サービスの確保に必要な権限と財源を確保すること。 

２番目として、国民の権利を後退させる公務公共サービスの民営化や、市場化テストを行

わないこと。３点目として、人材確保を困難にし、地域経済を疲弊させる公務員賃金への

地域間格差の導入は行わないこと。この３点であります。 

その理由としまして、これも３点ありますが、国と地方の公務公共サービスの役割が十

分発揮されるためには、第１点目として、地域による格差、所得による格差を縮小し、公

正な社会を目差す理念を明確にすること。２点目として、その役割にふさわしい水準のサ

ービスを提供する制度を維持すること。３点目として、サービス提供させる人材を確保す

ることが必要である。このように述べられております。 

最後に、この請願の趣旨を理解頂いて採択頂き最後の意見書案が添付されていますので、

これを送付して頂くようお願いしたいと思います。 

それと参考までに、この関係の請願につきましては、福岡県内においては、５つの自治

体、大和町、築城町、方城町、金田町、久山町、ここで採択されています。その他の自治

体については、今議会において審議される予定になっていると聞いております。 

審議の上、採択頂きますようお願い申し上げます。 

○議長 神﨑光昭君 

 これで紹介議員の説明を終わります。 

請願に対する質疑に入ります。質疑の方はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

質疑なしと認めます。質疑を終わります。 

只今議題となっております請願第１号は、お手元に配布しております請願文書表のとお

り、所管の常任委員会に付託いたしたと思います。これにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 
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異議なしと認めます。 

お諮りいたします。 

本日の日程は全て終わりましたので、散会いたしたいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。 

(「異議なし」の声あり) 

異議なしと認めます。よって本日はこれをもって散会いたします。 

散会 １５時５０分 


